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実施計画の基本的事項 

１ この実施計画は、青梅市総合長期計画後期基本計画に掲げた施策を年

次計画として具現化し、毎年度の予算編成や事務執行の指針となるもの

である。  

２ 実施計画の対象期間は、後期基本計画の事業期間である平成 20 年度か

ら平成 24 年度の５か年間のうち、後半にあたる平成 22 年度から平成 24

年度までの３か年とした。  

この実施計画策定にあたっては、後期基本計画を基本としつつも厳し

い財政状況を踏まえ、やむを得ず事業の選択抑制を行った。  

なお、平成 22 年度については、実際に行なう事業とした。  

３ 事業内容、事業費については、毎年度の予算編成や事務執行の指針と

するもので、各年度の財政状況による。  

４ この実施計画策定は、施策体系・チャレンジプログラム・事業計画・

まちづくりの指標の順に構成されている。  

(1) 「施策体系」は、各分野ごとの主要施策を体系化している。  

(2) 「チャレンジプログラム」は、施策分野の枠を超えた横断的な取り

組みを掲げた。実施にあたっては、「重点推進事業」と「とりまとめ課」

を定め、事業を実施する各課の連携により事業を進めることとする。  

(3) 「事業計画」は、事業内容および事業費等を施策体系順に掲載した。  

(4) 「まちづくりの指標」は、施策の目指すべき目標として設定した。  

設定に当たっては、統計調査等によりデータが客観的に把握可能な

こと、他自治体との比較が可能なことなどを基本とした。ただし、数

値設定が困難なものは文言等による表示とした。 

 
実施計画書の構成  

構 成 内 容                             掲載頁 

１ 施策体系                     １ 

２ チャレンジプログラム               ７ 

３ 事業計画（施策分野別）             ３８ 

４ まちづくりの指標                ６９ 



事  業  計  画 頁
第1節  自然環境の保全

自然環境の保全・回復 造林推進事業
森林ボランティア育成事業

22世紀の森づくり 多摩森林再生推進事業の推進
「青梅の森」整備事業

自然とのふれあいの促進 環境基本計画の推進
市街地における樹林地の保全
下水道（汚水）整備
体験学習の充実
多摩川親水施設の整備

第2節  生活環境の整備
自然景観の保全 景観まちづくり計画事業

捨て看板クリーン作戦事業

街並み景観の保全・創出 道路修景事業
市街地における樹林地の保全

ともに進める景観づくり 旧稲葉家住宅の整備
釜の淵緑地の整備
商店街施設整備事業

快適で安全な住環境の整備 市営住宅の改修
住宅マスタープランの改定

住宅整備への支援と 市営住宅の耐震診断・補強計画

高齢社会への対応

公園・緑地の充実・整備 釜の淵緑地の整備
市民参画による公園づくり

市民参画による公園・緑地 市街地における樹林地の保全

の管理 多摩川親水施設の整備

緑地の保全 梅の公園等の整備

緑化の促進

河川整備と防災機能の向上 多摩川親水施設の整備
釜の淵緑地の整備

潤いのある水辺環境づくり 下水道（汚水）整備

安定した水の供給 配水管布設替事業
配水管新設事業

全市水洗化 下水道（汚水）整備 43

雨水対策の推進

市民斎場等の整備 公衆トイレの更新整備
市民斎場の整備

環境美化の推進 し尿処理施設機器更新事業

生活環境の整備

42

39

40

42

第7  環境衛生・環境美化

第5  上水道

第2  住宅

第4  河川等

41

第1  都市景観

第6  下水道

第3  公園・緑地

1   施　策　体　系

第1  自然環境

第1章  快適で安全な生活環境の街

41

43

43



ごみの減量化・再利用・ ごみ減量講座

再生利用 生ごみの堆肥化推進事業

ごみ処理体制の整備 ごみの排出抑制と資源化推進事業

地球環境の保全 環境基本計画の推進
地球温暖化対策実行計画の推進

公害防止体制の推進 ごみ減量講座

第3節  生活安全の確保
消防体制の強化 消防器具置場改修

防災行政無線等の更新

地域防災体制の強化 家具転倒防止器具助成事業
災害時要援護者支援対策事業

災害に強いまちづくり 造林推進事業

小・中学校校舎等耐震実施設計および補強工事

新庁舎建設

交通安全意識の向上と 交通安全教育の充実

交通安全知識の普及・啓発 東青梅駅、小作駅前有料駐輪場整備事業

交通安全対策の推進

放置自転車対策

第3  防犯 防犯体制の強化 街路灯整備事業
自主的防犯活動支援事業

消費者意識の啓発 東京都消費者行政活性化基金事業 46

消費者相談業務の充実

第1節  生涯学習の推進
生涯学習推進体制の整備 図書館情報システムの整備事業

図書館資料整備事業

生涯学習施設等の整備・ 子ども読書活動推進事業

充実 子どもの体験事業

生涯学習機会の充実 明星大学との共同研究事業

教育内容の充実 第二小学校校舎の改築工事
小･中学校校舎等耐震実施設計および補強工事

特色ある学校・開かれた 国語力向上モデル事業

学校づくりの推進 小･中学校一貫教育モデル事業
特別支援教育の充実

教育環境・施設の整備 児童・生徒の適応指導教室の充実
小･中学校施設整備事業

心の教育の推進 学校情報教育環境の充実
給食センター施設の整備事業

特別支援教育の充実 学校備品・教材の整備等
体験学習の充実

教職員の資質の向上 青梅の伝統文化奨励事業の実施
第四小学校屋内運動場改築

幼児教育の充実

44

46

44

48

49

50

第２章  学び楽しむ伝統・文化の街

第9  環境保全

第2  交通安全

第1  消防・防災

第4  消費生活

第二小学校校舎の改築に伴う基本設計
委託、実施設計委託、改築工事

第8  ごみ処理・リサイクル

第1  生涯学習

第2  学校教育

47

46

45



第2節  文化・スポーツの振興
文化・芸術活動の推進 市民会館施設の整備

旧稲葉家住宅の整備

文化財の保護・活用(展示) 市民ホールの建設事業
青梅市まるごとアート支援事業
青梅の伝統文化奨励事業の実施

生涯スポーツの振興 総合型地域スポーツクラブ設立
体育施設の整備

スポーツ・レクリエーション 東京国体開催準備

施設の整備 総合体育館の整備

第3節  交流の促進
青少年活動の促進

青少年の健全育成

男女平等意識の高揚
第2  男女平等参画

男女平等関連施策の
総合的な推進

国際交流の促進

第3  国際交流・地域間交流 地域間交流の促進

平和事業の拡充

第1節  保健・医療の充実
健康づくり推進体制の充実 健康増進計画の策定

市民の健康づくりの促進
食育推進計画の策定

保健サービスの充実 特定健康診査および特定保健指導の実施
食育とふれあい農業の推進事業
次世代育成支援地域行動計画の策定

地域医療体制の充実 東西南棟維持保全事業
医療器械の整備

救急医療体制の充実 青梅市立総合病院改革にもとづく経営改善

市立総合病院の経営

第2節  福祉の充実
個人の自立意識と 地域福祉計画の作成

福祉意識の向上 バリアフリー基本構想の策定

地域福祉活動の促進 福祉マップの改定版の作成 54

人にやさしいまちづくり
の推進

第2  医療体制、市立総合
       病院経営

51

53

第1  地域福祉

第1  予防・健康
老人保健事業の見直しによる保健事業の
体制整備

第3章  健やかでやさしい福祉の街

第2  スポーツ・レクリエーション

第1  文化・芸術

第1  青少年活動

52

53

50

51



計画の推進・策定 次世代育成支援地域行動計画の策定
認可保育所の整備

子どもの成長支援・ 学童保育所の整備

家庭支援 子ども家庭支援センター事業

子育て支援の充実 育児支援ヘルパー事業
ファミリー・サポート・センター事業

保育サービスの充実

自立への支援

相談・連携体制の充実

計画の推進・策定 障害者計画の策定
障害福祉計画の策定

障害者の視点に立った 障害者就労支援センター事業

サービスの確立 地域活動支援センター事業の拡充

自立生活の支援 自立センター施設整備事業
バリアフリー基本構想の策定

社会参加の促進 福祉マップの改訂版の作成
特別支援教育の充実

社会参加活動の促進 高齢者福祉計画の策定
福祉センターの耐震改修事業

介護予防・生活支援 介護保険事業計画の策定

サービスの充実
高齢者福祉サービスの充実

適正実施と実施体制の充実
第6  生活保護

生活自立への支援

第3節  社会保障の充実
国民健康保険 特定健康診査および特定保健指導の実施

介護保険事業計画の策定

後期高齢者医療

介護保険

国民年金

第1節  都市核の形成
中心市街地の整備 シビックコア地区整備計画策定事業

東青梅駅北口整備事業

計画的な土地利用の促進 青梅インターチェンジ周辺整備事業
地籍調査事業

快適な街並みの形成 中心市街地にぎわい活性化計画策定事業
道路修景事業

第3  母子・父子福祉

第4  障害者（児）福祉

第4章  活気に満ちた元気な街

第5  高齢者福祉

第2  児童福祉、子育て支援

第1  社会保障

第1  市街地整備

57

58

56

55

56

54

55



第2節  地域基盤の整備
幹線道路網の整備要請等 幹線道路網の整備要請等

都市計画道路の整備

都市計画道路の整備 一般市道の整備（幹線道路）
一般市道の整備（その他）

市道の整備 （仮称）健康と歴史・文化の路づくり整備事業

道路の管理等

公共交通の維持・充実 バス路線の維持
交通体系整備プログラムの策定

バス交通の充実 駅周辺施設整備

第3節  地域情報化の推進

第1  地域情報化 地域情報化の推進 学校情報教育環境の充実 61

第4節  生産の振興
安全で多彩な農業生産 安全で多彩な農業生産の推進事業

の推進 広範な担い手の育成事業

広範な担い手の育成 生産の基本となる農地の保全事業
農業振興地域にかかる基礎調査

生産の基本となる農地の 食育とふれあい農業の推進事業

保全 造林推進事業

魅力ある地産地消の推進 森林ボランティア育成事業

食育とふれあい農業の推進

林業の振興

既存産業の高度化促進 おうめものづくり支援事業
企業誘致の推進

新規産業の誘致 青梅インターチェンジ周辺整備事業

新規産業の育成

第5節  商業・観光の振興
商店街の振興 商店街活性化イベント事業補助

商店街空き店舗活用事業

観光商業の振興 商店街施設整備事業
ぶらり青梅宿事業の推進

滞在・回遊型観光の振興 梅の公園等の整備
観光ボランティアの養成

魅力ある観光地づくり 梅の里、観梅環境整備事業
ハイキングコースの整備
観光まちづくり事業
観光交流促進施設の整備
霞丘陵自然公園整備事業
観光協会の支援
ぶらり青梅宿事業の推進

第1  農業・林業

第1  道路網

第2  公共交通

第2  工業

第1  商業

第2  観光

59

60

64

64

65

61

62

63

63



第6節  雇用の創出
雇用の促進 若年トライアル就職フェア

業種に特化した雇用促進事業

勤労者福祉の充実 緊急雇用創出特別補助金事業
障害者就労支援センター事業

第1節  市民活動の促進
まちづくり情報の共有化 市政総合世論調査の実施

市民と市長との懇談会

市民参画の促進 市制施行60周年記念事業
自治会活動の活性化事業

地域コミュニティ活動 ボランティアセンターの活用

の支援・育成

ボランティア・ＮＰＯ活動
の促進

第2節  効率的な市政運営
計画行政の推進 行政評価制度の拡充

市民センター運営の充実

市民本位の行政サービス 総合長期計画の策定

の推進 図書館情報システムの整備事業

市民等との協働による
市政の推進

効果的・効率的な
行政システムの推進

簡素で活力ある組織と
人材育成

電子自治体の推進

第2  広域行政 広域行政の推進

庁舎の建設 新庁舎建設

第3  庁舎等の整備 ストックマネジメント手法の導入

公共施設の計画的な
修繕・改修

第4  財政運営

第5章  みんなで創る街

第1  行政運営

第1  雇用

第1  市民参画・活動

68

66

68

67



２ チャレンジプログラム 

第１節 チャレンジプログラムについて 

青梅市の将来像「豊かな自然、快適なくらし、ふれあいの街
まち

 青梅」を

目指し、暮らしやすい「ゆめ・うめ・おうめ」のまちづくりを実現するた

めに、市政全般にわたる基本施策の推進とともに、施策分野の枠を超えた

横断的な取組として、次の８つのチャレンジプログラムを推進していきま

す。 

このプログラムは、市民、庁内各課が連携・協力し、長期的な観点に立っ

て取組を進めようとするものです。 

各プログラムは、地域特性を生かした、青梅の特色、個性づくりを念頭

に取りまとめています。 

そして、関連する事業の連携により、相互の相乗的な効果を高め、目標

の実現を図ります。 

 

           

２ 学び楽しむ伝 
統・文化の街 

４ 活気に満ちた 
元気な街 

５ みんなで創る 
街 

３ 健やかでやさ 
しい福祉の街 

１ 快適で安全な 
生活環境の街 
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チャレンジプログラム 

個々の施策を横断した取組 
 



チャレンジプログラムについては、次のとおり推進を図ります。 
 

 
将来像 

豊かな自然、快適なくらし、ふれあいの街
ま ち

 青梅 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合長期計画後期基本計画チャレンジプログラム推進委員会 
【推進委員会の協議内容】  
① ８つのプログラムの推進・調整 
② 重点推進事業実施計画の策定（優先的に取組む方向性の検討） 
③ 事業進ちょく状況の確認、プログラムの検証 

８ つ の チ ャ レ ン ジ プ ロ グ ラ ム 
【プログラムが目指すもの】 
① 市民、庁内各課の連携・協力と、長期的観点に立った取組 
② 地域特性を生かした青梅の特色、個性づくり 
③ 関連する事業の連携による相乗効果 

 

 【チャレンジプログラム部会の実践モデル】 

（推進のポイント） 
○ 各プログラムは、取りまとめ課

が軸となり、事業実施課相互の

連携体制を築き推進 
 

○ プログラムの目的（ねらい）の

達成に向け、毎年度、進捗状況

の確認と改善を誘導 
 

 
○ 知識創造の仕組みを意識的に

つくり、組織強化と政策形成力

の向上を図る 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

進ちょく状況の確認・改善 

横の連絡 

協議 

使命の共有 

実践知識 

実践 
取りまとめ課 

課 課 

情報の共有 

重点推進事業の検討・連携 

課 
課 

 
 
 



第２節 チャレンジプログラムの展開 

 

「青梅の森」プログラム  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ねらい 

市民や来訪者一人ひとりが森林保全に対する関心を持ち、自

然を体験し、ふれあう機会を通して、長期的視点から山を守り、

生かすまちづくりを進めます。 

＜後期基本計画の視点＞ 
①永山北部丘陵一帯を「青梅の森（仮称）」と位置付けます。 
②地域の特性を生かした自然体験活動の場として活用します。 
③みんなの力で山の多様な機能を保全します。 

 
＜主な取組内容＞ 

◇青梅の豊かな自然を体感できる場として整備を図ります。 
◇森林ボランティアなどの協力により適正な管理に努めます。 
◇森林についての学習の場を整備します。 
◇学校教育での自然体験学習や環境教育を推進します。 
◇生涯学習として、森林整備体験活動を支援します。 
◇市民と協働して、山の多様な機能を保全する取り組みを進めます。 

 



 
 
 

関係部：都市整備部、市民部、環境経済部、教育部 
 
永山丘陵のうち永山公園の北側に隣接する区域を「青梅の森特別緑地保全

地区」に指定し、動植物の生息・生育の地として保全します。 
また、風致・景観に配慮しながら、市民が体験学習やレクリエーションな

どにより自然とふれあえる場として、永山公園等の周辺施設との連携も図り、

整備・活用を進めます。

また、管理については、現在、永山公園等の一部で実施しているボランテ

ィア活動も含め、市民や企業等の参画による管理・運営を検討し、市民と行

政との協働を目指します。なお、区域周辺部の樹木伐採等の管理については、

当面必要に応じて継続します。 
 
年次計画 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 
都市計画案

の作成 

都市計画決

定 

   

 

 

 

 

 

 

モニタリン

グ調査 

実施設計 

 

  

保全計画検

討委員会の

設置・開催

保全計画策

定 

事業計画検

討委員会の

設置・開催

事業計画策

定 

保全推進会

議（仮称）

  

「特別緑

地保全地

区」の指定

 

事業・整備

計画の策

定・推進 

 

 

 

 

 

青梅の森

保全・活用

計画の策

定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 確定測量 

 

不動産鑑定

委託 

 

 

 

 

用地取得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用地取得 

 

 

 

重点推進事業 「青梅の森（特別緑地保全地区）」整備・活用事業



 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

花粉対策事

業導入検討 

 

  

 

 

事業の実施  花粉対策 当面の維

持管理作

業 

 
伐採・修繕

等管理の 

実施 

 

    近隣住民

要望の対

応 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

市民ボラン

ティア等の

コーディネ

ート

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林ボラン

ティア 

永山公園等

での活動 

 

 

 

 

 

 

ボランティ

アと協働に

よる管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民参画

等による

管理体制

の確立 

 

ボランテ

ィアの養

成 

 

作業道・回

転場等のル

ート検討 

 

作業道・回

転場等の整

備検討 

 

 

 

 

 

作業道・回

転場の整備

 

 

 

 
 

 

尾根沿いの

ハイキング 

コース検討 

散策路等の

整備検討 

 

 散策路等の

施設整備 

 

 

 

 

施設整備 

 

   体験学習メ

ニューの検

討 

 

体験参加 

 
 

「青梅の

森」整備活

用事業 

 

   既存施設の

活用検討 
既存施設の

活用 

体験学習

の場とし

て活用 

 

 

 



 
ふるさとの川プログラム  

 
 

 

ねらい 

多摩川の清流や水辺の景観、崖線緑地の保全・回復を図る

とともに、河川清掃、水辺の散策路や公園の整備、カヌーや

釣り、ウォーキングやサイクリングなど川に親しみ、自然に

学ぶまちづくりを進めます。 

また、霞川、黒沢川、成木川などの流域においても河川清

掃や自然環境に配慮した河川整備を促進します。 

 
＜後期基本計画の視点＞ 

①多摩川を青梅市の自然・景観のシンボルとした取組を進めます。 
②親しみやすく魅力ある水辺空間の形成に努めます。 
③清流の保全活動を進めます。 

 
＜主な取組内容＞ 

◇水辺とのふれあいを保ちながら、地形を生かした遊歩道などの整備を促

進します。 
◇水辺の楽校の推進や多摩川の親水施設の整備促進により、川と親しみ、

川とふれあう機会づくりを推進します。 
◇河川環境の保全にかかわるボランティアやＮＰＯへの支援と活動を促進

します。 
◇崖線緑地の保全方法を検討します。 
◇多摩川沿川自治体やボランティア・ＮＰＯなどと連携し、多摩川沿いの

ウォーキングイベントなどに取り組みます。 
 



 

重点推進事業 親水空間形成事業 

関係部：環境経済部、市民部、建設部、都市整備部、教育部 
事業の内容 

多摩川を青梅市の自然・景観のシンボルとした取組を進めます。 
市内を流れる川の地形を生かした遊歩道整備や水辺空間の形成に努め、他

自治体やボランティアと連携した、イベント事業を進めます。 
 
年次計画 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

水辺の連

絡会設立

と川に親

しむイベ

ント推進

事業 

連絡会設立 
 
多摩川シン

ポ ジ ウ ム

「多摩川を

歩く」開催 

 
 
民間団体と

の連携によ

る多摩川、

霞川等でイ

ベント開催 

 
 

  連絡会を

設立し、川

に親しむ

イベント

の各種開

催 
 

自治会等と

協議・調整 
 

 
 
水辺のイベ

ントから状

況検証 

 
 
 
 

施設整備に

向けた調整

駐車場、ト

イレ、水洗

い場等の整

備 

親水施設

等整備事

業 

 遊歩道等の

整備要望 
   

人の集ま

る施設整

備の推進 

河川清掃

事業 
多摩川１万

人の清掃大

会等 

    川をきれ

いに保つ 

景観まち

づくり計

画事業 

  多摩川沿い

景観形成の

調査、検討

 
 
 

 
 
 

多摩川沿

い景観形

成地区の

指定 
 

 

 

 



 
青梅エコライフプログラム  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ねらい 

循環型社会を目指し、ごみの減量化（リデュース）・再利用

（リユース）・再生利用（リサイクル）の３Ｒに発生源と成る

ものの受入を断る（リフューズ）を加えた４Ｒの取組や、地

球温暖化防止に向けた取組など、環境にやさしいまちづくり

を進めます。 

 

＜後期基本計画の視点＞ 

①市民・事業者・行政の役割を明確にして、各主体が連携した、青梅市と

しての循環型社会の仕組みづくりを進めます。 
②４Ｒの取組を推進します。 

 
＜主な取組内容＞ 
◇市民、事業者の意見を反映した「青梅市環境基本計画」にもとづき、地

域の環境特性を生かした環境保全活動を推進します。 
◇不燃物や焼却灰、生ごみの資源化を推進します。 
◇環境保全型農業を推進します。 
◇学校や地域でのごみ減量講座や環境学習講座を推進します。 

 



 
 

                    
  
 

                   関係部：環境経済部、教育部、建設部 
                                            

事業の内容 
資源循環型社会の構築を目指し、市民、事業者、行政の役割を明確にして、各主体

が連携した、ごみの減量化や資源の再利用を推進します。 
年次計画 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目標 

グリーンカ

ーテン等の

緑の保全啓

発推進事業

の検討 

事業実施 
 
事業結果の

検証 

 
 
事業拡充 

 
 
 

 
 

地球温暖化

対策住宅用

機器補助事

業の検討 
 

事業実施 
 
事業結果の

検証 
 

 
 
事業拡充 

 
 

 
 

地球温暖

化対策の

推進 

エコライフ

チャレンジ

事業の検討 
 

事業実施 
 
事業結果の

検証 
 

 
 
事業拡充 

  

エコライ

フ意識の

向上（低炭

素型社会

実現に向

けた基礎

作り） 

グリーン購

入の推進 
 
 

 
 

 
 

 
 

青梅市地

球温暖化

対策実行

計画の推

進 
温室効果ガ

ス排出量の

調査実施 

 
 
 
 
第二次計画

策定（アイ

ドリングス

トップ装置

導入） 

第二次期計

画スタート 
  

温室効果

ガスの排

出量削減 
 

重点推進事業 ４Ｒ推進事業 

 



 
 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目標 

食用廃油リサ

イクルモデル

の検討 

 
 

事業実施 
 
 

   
事業結果の

検証 

レジ袋削減・マ

イバック推進

キャンペーン

の実施 

 
三者協働事

業の実施 

 
協働事業者

の拡大 

 
 

 
市民意識調

査による検

証 
ごみ減量講演

会の開催（年

２回） 

    

ごみ情報紙

の発行（年

３回) 

    

ごみ処理施

設等の見学

会の実施 
（年３回） 

    

ごみの排

出抑制と

資源化推

進事業 
 

ごみ減量講

座開催（随

時） 

    

食用廃油リ

サイクルモ

デルの構築 
 
ごみ排出

量 
2,000ｔの

削減 
 
 

生ごみの

堆肥化推

進事業 

市民モニター

の募集 
（年 60人) 

    家庭・市民

農園等で

の堆肥化

推進 
環境保全

型農業の

推進 

制度のＰＲ

と認証農家

の拡大 

 
 

   特別栽培

農産物認

証制度の

普及 
街路灯整

備事業 
省ｴﾈﾙｷﾞｰ型

（ＬＥＤ）

街路灯導入

の検討 

事業実施  
 

  CO2 排出量

の削減 

 プロジェク
トチームの
設立と多摩
産材の活用
法検討 

   木材の地

産地消の

推進 

 モデル事業

の検討 
 

モデル事業

実施 
 

 
 

モデル事業

検証 

 

森林整備

の促進に

よる地域

環境の向

上 

   
 



 
 

 
 
 

青梅っ子プログラム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ねらい 

公園や児童遊園、学校の運動場、市民センターなどを利用した、

子どもの遊び場づくりを推進するとともに、様々な体験スクール

やイベントを通じ、子どもたちがいきいきとした遊びを通じて成

長するまちづくりを進めます。 

また、地域のふれあいの中で子どもたちの成長を支えていく取

組を進めます。 

 
＜後期基本計画の視点＞ 

①子どもが元気に遊べる場所の確保に努めます。 
②地域とのふれあいの中で子どもたちの成長を支える仕組みづくりを進め

ます。 
 
＜主な取組内容＞ 

◇学校・地域・家庭・関係機関が連携し、子どもを見守り、安全を確保す

る取組を進めます。 
◇市民センターや自治会館など地域の既存施設を利用した子どもの居場所

づくりを支援するとともに、市民が持っている知識・経験・技能や情報

などを発掘し、人材や組織の育成を図ります。 
◇公園や児童遊園の施設整備にあたっては、子どもたちの夢や地域住民の

声を生かし、身近で魅力ある遊び場として整備、活用を図ります。 
◇子育てサークルなどへの支援の充実を図り、地域子育てネットワークづ

くりを促進します。 
◇地域の伝統行事への児童・生徒の参加を支援するとともに、世代を超え

た市民との体験学習への参加など、子どもの感性を育む活動を支援しま

す。 



 
 

 
 
 
 

関係部：子ども家庭部、教育部、市民部、都市整備部 
 
事業の内容 
・青梅の豊かな自然や歴史・文化を生かした体験活動を支援します。 
・元気な青梅っ子を育成するため、学校・地域・家庭・関係機関が連携し、

子どもを見守り、既存施設を利用した子どもの居場所づくりを支援します。 
年次計画 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

①子どもの体験活動支援事業 
青梅の地域
資 源 （ 自
然・文化等）
を生かした
子ども体験
事業の拡大
検討 

事業実施 
ジュニア活

動の支援 
 

   体験学習

の充実 

学校教育の
場での体験
学 習 の 充
実・社会教
育施設等の
活用 

事業実施    

青梅の豊

か な 自

然・文化等

を活用し

た子ども

の体験事

業の充実 

青梅の伝

統文化奨

励事業の

実施 

制度制定、

推薦、審査、

表彰の実施 

表彰の実施    伝統文化

の継承、発

展および

郷土愛育

成 

ジュニア

スポーツ

の推進 

ジュニアス

ポーツ教室

の実施等 

 
 
国体に向け

たジュニア

の育成 

   子どもを

対象とし

たスポー

ツプログ

ラムの充

実 
子ども議

会の開催 
 検討  実施  子どもの

発表の場

の確保 

重点推進事業 ①子どもの体験活動支援事業 

②市民センター等既存施設の活用 



 
 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

②市民センター等既存施設の活用 

小学生を対

象とした放

課後子ども

クラブの実

施 
 
子育て支援

事業との連

携・あり方

の検討 

 
拡充実施 
 
 
 
 
連携の検討 

   

各市民セン

ターや永山

ふれあいセ

ンターを使

用した子育

て支援事業

の継続・拡

充 

 
 
 

   

図書館（本

館・分館）

の活用策検

討 

 
活用・拡充 

   

自 治 会 館

（１施設）

を使用した

子育て支援

事業の開始 

実施施設の

拡大等の検

討、調整等 

   

 地域活動団

体、ボランテ

ィアなどの

活用検討・調

整等 

   

既存施設

（公共・民

間）活用に

よる子ど

もの遊び

場などの

提供事業 
 

保育園を使

用した子育

て支援事業

の継続・拡

充 

事業の拡大

 
事業の拡大 
等を検討、

調整 

  

学校・市民

センター

等公共施

設や自治

会館・保育

園等民間

施設を活

用し、子ど

もの遊び

場や学習

の場など

の充実 
 

 



 
 

 
                            
事業名 市民参画による公園づくり 主体課：公園緑地課 

霞川調節池上部広場・新田山公園調整池跡地・長淵３丁目市営住宅跡地およ

び畑中３丁目寄付申出土地の整備については、市民参画による整備を行う。 
 
年次計画 

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目標 

霞川調節池
上部広場に
ついて整備
方法の協議、
管理 

整備工事 
 
管理 

   

新田山公園
調整池跡地
について地
元自治会等
との調整、埋
め戻し工、地
域要望等集
約の検討・実
施 

 
利用計画の

決定 

 
整備工事 

 
管理 

 
 

長淵３丁目
市営住宅跡
地について
地元自治会
等との調整
（管理方法
含む）、地域
要望等集約
の検討・実施
し、一部整備
工事 

 
整備工事 

 
管理 

  

畑中３丁目
寄付申出の
土地の有効
利用を図る
ため測量の
実施 

地元自治会
等との調整
（管理方法
を含む）、地
域の要望等
集 約 の 検
討・実施 

 
調整・検討 

 
整備工事 
 
 
 

 
管理 

市民参画によ

り、地域に親し

みやすい身近

な施設として

の公園整備を

図る。 
地域の子ども

が親しめる居

場所として、地

域住民と検討

し整備を推進

する。 

 
 
 
 



 
 

 
 
 
事業名 子ども読書活動推進事業 

主体課：中央図書館管理課 
   関係部：健康福祉部、子ども家庭部 
 
事業の内容 
「第二次青梅市子ども読書活動推進計画」を策定し、自主的な読書活動を

推進する。 
年次計画 

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目標 

二次計画策

定 
 
講座開催 
ブックリス

トの作成・

配布 

事業実施 
 
 
 
 
 
 
学校推進モ

デル事業 
 

事業進捗状

況の確認 
 
 
 
 
 
 

  計画策定と計画に

基づく事業実施 

ブックスタ

ート事業の

開始 

    赤ちゃんと保護者

が絵本を介し、ふ

れあうことや読む

ことを促進 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
 

 
 

健やかプログラム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ねらい 

市民が健康でいきいきと生活するため、保健・医療・福祉・

スポーツなどの分野が連携し、年齢や体力に応じた市民の健

康づくりを推進します。 

ウォーキングやスイミングなど身近なスポーツを奨励し、

楽しみながら健康づくりができる環境を整え、健やかなまち

づくりを進めます。 

 
＜後期基本計画の視点＞ 

①年齢や体力に応じた市民の健康づくりを進めます。 
②生活習慣病予防の普及・啓発を進めます。 
③健全な心身を培い、豊かな人間性を育む食育の取組を推進します。 
④高齢者・障害者の社会参加を支援します。 

 
＜主な取組内容＞ 

◇まちを歩きながら健康を増進し、疾病を予防・改善し、心を豊かにする

「健康の道」づくりを推進します。 
◇生活習慣病の予防に向けて、保健・医療・福祉・介護部門と生涯スポー

ツ、生涯学習、学校教育部門などが連携した健康づくりを市全体で支援

する体制を充実します。 
◇生活習慣を見直し、市民一人ひとりの自己管理による心と体の健康づく

りを支援します。 
◇健全な心身を培い、豊かな人間性を育むため「青梅市食育推進計画（仮

称）」を策定します。 
◇世代を超えて支えあう、交流によるネットワーク環境を整備し、高齢者・

障害者の社会参加を支援します。 



 
 

 
 
 

 
関係部：健康福祉部、市民部、教育部、環境経済部 

 
事業の内容 
・まち歩きによる健康増進と、疾病を予防・改善し、心を豊かにする「健康の

道」づくりを推進します。 
・健全な心身を培い、豊かな人間性を育むための総合的な食に関する取組であ

る食育を推進します。 
 
年次計画 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

①健康の道推進事業 

健康増進

計画の策

定（改訂） 

現行計画の

検証・市民

意識調査の

実施 

計画の策定 計画の推進   計画の策

定 

地域住民と
の協働によ
るモデルコ
ースの設置
（解説案内
板・距離表
示 板 等 設
置） 
講習会の開

催 

 ウォーキン

グコースの

増設 

 
 
 

 多くの人

がウォー

キングを

楽しむた

めのコー

ス設置や

普及啓発 

ウォーキン

グマップに

必要な情報

等の検討 

ふらっとぷ

らっとミニ

マップの更

新・配布 

   既存マップ

に健康情報

の追加 

ウォーキ

ングの普

及 
 

高齢者等を
対象に運動
機能測定お
よびウォー
キング教室
を開催 

    地域の高齢

者の健康づ

くりおよび

介護予防の

促進 

スイミン

グの普及 
屋内温水プ

ール開放事

業の継続（水

中歩行の推

奨等） 

    スイミン

グによる

健康づく

りの推進 

重点推進事業 ①健康の道推進事業 

②食育推進事業 



 
 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

②食育推進事業 

食育推進

計画の策

定 

市民意識調

査の実施 
計画策定懇

談会設置、

計画の策定

計画の推進 
 
 
食育事業の

検討および

実施 

 
 
 
食育事業の

実施 

 計画の策

定と食育

事業の推

進 

ホームペー

ジの検討 
 ホームペー

ジの開設 
ホームペー

ジの運用 
 農業情報

の発信 
食育とふ

れあい農

業の推進

事業 農業体験イ

ベント等の

検討 

事業実施    農業体験

イベント

等の実施 

学校教育

の場での

食に関す

る指導の

推進 

各学校での

指導体制の

整備・指導

内容の検討 

  
 
 
各学校での

指導の推進 

  学校教育

の場での

食に関す

る指導の

充実 

 
 
 
 

 
 
青梅市三師会（医師会・歯科医師会・薬剤師会）と共催し、市民の健康づく

りの普及啓発を行う。また、健康づくりや感染症等に関する情報を周知する場

としても活用する。 
 
年次計画 

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目標 

健康づくり

のための情

報提供など

を実施 

    市民の自主的な健

康づくりを推進 

事業名 「市民健康の集い」事業 
主体課：健康課 

 
 
 
 



 
 

 
 
 

安全・安心プログラム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ねらい 

自然災害や治安の悪化に対応するため、地域全体での防災

や防犯活動の取組体制を確立するとともに、今後、更に増加

する高齢者世帯への見守り活動を支援し、誰もが安心して過

せるまちづくりを進めます。 

 
＜後期基本計画の視点＞ 

①災害時の防災活動の仕組みづくりを推進します。 
②地域の防犯活動の取組を支援します。 
③公共施設の耐震改修を進めます。 

 
＜主な取組内容＞ 

◇災害時における関係機関との連携体制の確立を目的とした合同防災訓練

を実施します。 
◇高齢者や障害者などの災害時要援護者に対し、消防署・警察署・自治会

等の相互連携に努め、地域ぐるみの支援体制づくりを進めます。 
◇地域による防犯・防災活動を支援します。 
◇青梅警察、青梅交通安全協会等と連携し、幼児から高齢者までの交通安

全対策を進めます。 
◇ストックマネジメントの導入を進めます。 
◇学校など、公共施設の計画的な耐震改修を進めます。 



 
 

 
 
 
 

 
関係部：防災安全部、市民部、建設部、都市整備部、健康福祉部、教育部 

事業の内容 
・地域による防犯・防火活動を支援します。 
・公共施設の計画的な耐震改修を進めます。 
・高齢者や障害者などの災害時要援護者に対し、消防署・警察署・自治会等の

相互連携に努め、地域ぐるみの支援体制づくりを進めます。 
 
年次計画 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

①自主的防犯活動支援事業 
防犯パトロ

ール団体の

立ち上げ・

活動支援 

防犯パトロ

ール団体の

活動支援 

   市内全地

域での防

犯パトロ

ール 

郵便事業株

式会社との

連携 
 
高齢者の消

費者被害防

止見守りネ

ットワーク

づくり 

 
 
 
 
充実 
 

   関係団体

との連携

強化 
 
広報等に

よる啓発 

地域の防

犯・防火活

動支援事

業 

地域安全マ

ッ プ の 活

用（安全パ

トロールな

ど） 
 
青色防犯パ

トロールカ

ーの充実 

 
 
 
 
 
 
活用 

   通学路の

安全支援

体制づく

り 

重点推進事業 ①自主的防犯活動支援事業 
②公共施設の耐震改修 
③災害時要援護者への支援体制づくり 



 
 

年次計画 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

②公共施設の耐震改修 

市営住宅

の耐震診

断・補強

計画事業 
 
 
 

耐震診断  
８団地  
 
実施設計  
１団地  
 
 

耐 震 改 修

計画作成  
 
実施設計  
１団地 
補強工事 
１団地  

 
 
 
実施設計  
１団地 
補強工事 
１団地  

 
 
 
実施設計  
１団地 
補強工事 
１団地  

 
 
 
実施設計  
１団地 
補強工事 
１団地  

市営住宅

の耐震診

断・耐震

改修実施 
 
 
 

民間住宅

の耐震助

成事業 

 
 
 

 
 
 

耐 震 助 成

の  
検討  

耐震助成 
 

 
 
 

民間住宅

の耐震助

成制度実

施 
耐震補強設

計  
小学校４校  
中学校１校  
 

 
 
小学校２校

中学校２校 
 

 
 
小学校２校

中学校１校 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

小・中学

校校舎等

耐震補強

工事 
 
 
 
 
 
 
 

耐震補強工

事  
小学校２校  
 
中学校２校 
 

 
 
小学校３校

 
中学校３校 
（２校継続施工） 

 
 
小学校３校 
（１校継続施工） 
中学校４校 
（１校継続施工） 

 
 
小学校２校 
（１校継続施工）

中学校４校 
（２校継続施工）

 
 
小学校２校  
 
中学校１校 

小学校・

中学校の

耐震補強

工事の推

進 
 
 
 
 
 
 

第二小学校

校舎の改築 
 

基本設計  実施設計 
 

改築工事 
 

  第二小学校

校舎の改築

工事完了 

その他施設

の耐震対応 
 
 
 
 
 
 

耐震診断  
２施設  
実施設計  
１施設  

耐震診断  
４施設  
 
 
耐震補強工事 
２施設 

 
 
実施設計  
１施設 
耐震補強工事 
１施設 
（１施設継続施

工）  

 

 
 
 
 
耐震補強工事 
１施設 
 

 その他施設

（市民セン

ター等）の

耐震診断等

実施 

 
 
 



 
 

年次計画 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

③災害時要援護者への支援体制づくり 

災害時要

援護者支

援対策事

業 

関係機関、

団 体 と の

調整 
 
要援護者名

簿の作成  
 
避 難 支 援

プ ラ ン の

検 討 お よ

び作成 

  
 
 
 
要 援 護 者

名 簿 の 更

新 
 

 
 
 
 
 
 
避 難 支 援

プ ラ ン の

作成・見直

し 

 支援体制

の構築 

 

 

 

 

主体課：生活安全課 
関係部：防災安全部、教育部 
 

事業の内容 
自転車による交通事故を防止するため、小学生を対象とした自転車運転免許証交付事

業および中学生を対象としたスタントマンによる交通安全教室を実施する。 

また、児童・幼児の自転車用ヘルメットの普及を図るため購入費の助成を行う。 

年次計画  

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 
自 転 車 運

転 免 許 交

付事業  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
自転車用ヘ

ルメットの

購 入 助 成

（児童・幼

児）  
 
ス タ ン ト

マ ン に よ

る 交 通 安

全教室  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

自転車による交通

事故を防止 

事業名 交通安全事業の推進 



 
 

 

 

 

主体課：企画調整課 
関係部：企画部、建設部、財務部、都市整備部、教育部、市民部、 

健康福祉部、病院事務局 
 

事業の内容 
公共施設を、安全・安心の視点、経営的視点から総合的に企画・管理・活用・処分を行

うストックマネジメント手法を導入し、施設の整備保全計画を策定する。 

年次計画  

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 
基 本 方 針

の策定  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基 本 方 針

に 基 づ く

作業  
 
施設評価の

手法検討・

施  実
 
施設台帳の

討・整備  検
 
 
 
 
 
 
実 施 体 制

の検討  

 
 
 
実施  
 
 
 
施 設 台 帳

の整備  
 
公 共 建 築

物 保 全 整

備 計 画 の

策定 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公 共 建 築

物 保 全 整

備 計 画 に

も と づ く

全整備  保
 
実 施 体 制

の整備  

 
 
 
 
 
 
 

公共建築物保全

整備計画を策定

し計画的に施設

を整備する 

事業名 ストックマネジメント手法の導入 

 

 

 

 

 



 
 

 文化創造プログラム 
 

 

 

 

ねらい 

古くから栄え、歴史・文化等の集積した地域特性を生か

した地域づくりに取り組んでいきます。 

また、文化の香り高い創造的なまちづくりを進めるた

め、趣味や創作活動の機会の提供、交流の促進など、市民

の文化活動を支援していきます。 

 

＜後期基本計画の視点＞ 

①地域資源（人・物・心）を活用し、芸術家、文化団体との連携を通じ、市

民の文化への関心を高めます。 

②市内に点在する文化的資産の保全・活用を図ります。 

③美術館の活用を図ります。 

 

＜主な取組内容＞  

◇市民の文化活動や交流を促進するため、大学や文化・地域団体との連携を

進めます。 

◇芸術文化活動ができる環境づくりとともに、誰もが参加でき、市民が主体

となった文化活動を支援します。 

◇市民ニーズに対応した図書館サービス網の整備充実を図ります。 

◇国際交流活動を促進し、市民の国際理解、国際感覚の醸成に役立つ場づく

りに努めます。 

◇市民・企業などの協力を得ながら、青梅市を支えた産業遺産の保存や活用

を図ります。 

◇文化の視点による地域資源を生かした地域づくりを進めます。 

◇ 歴史的建築物や文化財など、文化遺産の保全に努めます。 

◇様々なイベントや文化活動の拠点として、美術館の活用に努めます。 



 
 

 

重点推進事業 文化活動支援事業 

関係部：教育部、企画部、環境経済部 

 

事業の内容 

地域資源（人・物・心）の保全と活用を図り、芸術家、文化団体との連携を

通じ、市民の文化への関心を高める文化活動を支援します。 

 

年次計画  

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 
各 施 設 に

お け る 体

験 学 習 を

検討 

体 験 学 習

の実施 
 

 
 
 

 
 
 

 

市 民 会 館

と 青 梅 図

書 館 の 活

用 方 法 検

討 

 
 
 
 

文化財・文

化 施 設 を

横断・活用

し た 発

表・展示の

検討 

実施  

青梅文化

エリアの

活性事業 

 
 

色 彩 豊 か

な森事業 
釜 の 淵 右

岸 園 路 の

調整・検討 

用地買収 整備 

アート活

動支援事

業 

芸術・文化

団 体 の 連

絡 会 を 設

立 

連 絡 会 の

開催 
 
助 成 制 度

の設立、実

施 

 
 
 
助 成 制 度

の実施 

  

各文化施

設が線で

繋がる活

用 

青梅の作

家発表支

援事業 

市 内 作 家

の 名 簿 作

成等準備 

発 表 者 選

定 お よ び

作品準備  

作品発表    地域の文

化資源を

生かした

地域づく

りの実施 
 

 
 



 
 

 

 

 

地域活力プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねらい 

観光・レクリエーションの振興、地域産業の育成・強化、

新規産業誘致などにより、それぞれの地域特性を生かした

業務核都市の形成を目指すとともに、市民活動への支援な

ど、元気なまちづくりを進めます。 

 

＜後期基本計画の視点＞ 

①地域特性を生かした業務核都市の整備を進めます。  

②観光交流人口の増加と地域経済の活性化を図ります。  

③地域を支え、地域活力を高める市民活動への支援、ＮＰＯの育成や活動の

活性化のため、交流のネットワークづくりを進めます。 

 

＜主な取組内容＞  

◇３駅周辺の中心市街地については、商業・医療・官庁施設・歴史的景観な

どの地域特性を生かした市街地の整備を進めます。 

◇青梅インターチェンジ周辺地区は、その特性を生かした都市的土地利用が

図れるよう努めます。 

◇地域資源を生かした観光交流人口の増加と地域経済の活性化に努めます。 

◇地域資源の発掘・再認識によるブランド化、事業化を支援します。 

◇多様な活動を支える人材の育成や情報のネットワーク化を促進し、自治会

をはじめとする市民活動や団塊世代などの地域社会への参加を支援しま

す。 

 

 

 



 
 

 

 
 
 
 
 

関係部：環境経済部、都市整備部、市民部、建設部 

 

事業の内容 

・青梅インターチェンジ周辺地区は、広域物流拠点を柱としたまちづくりに向

けて、農業振興地域の農用地区域からの除外、企業誘致や市街化区域への編

入などの取組みを進めます。また、組合施行による区画整理事業の実施に向

け、地元組織への支援、指導により事業推進を図ります。 

・地域資源を生かした観光まちづくりの取組を支援し、観光交流人口の増加と

地域経済の活性化に努めます。 

・人材の育成や情報のネットワーク化を促進し、市民活動・団塊世代の市民参

加活動を支援します。 

 

年次計画  

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

①青梅インターチェンジ周辺整備事業 

青梅インタ

ーチェンジ

周辺整備事

業（今井土

地区画整理

事業） 

権 利 調 査

補正、事業

化 促 進 資

料の作成 

整 備 計 画

の策定 

 

 

 

 

農 業 振 興

地 域 基 礎

調査 

 

 

 

 

準 備 会 へ

支援 

 

農 業 振 興

地 域 整 備

計 画 書 の

改定 

 
 
 
 
 
 
 
 

 組合施行

による区

画整理事

業の推進 

重点推進事業 ①青梅インターチェンジ周辺整備事業 
②観光まちづくり事業 
③３駅周辺整備事業 
④地域活動の活性化事業

 
 



 
  

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

②観光まちづくり事業 

道路美装

化設計 

道 路 美 装

化 整 備 工

事 

 道 路 美 装

化設計 

道 路 美 装

化 整 備 工

事 

景観形成

重要資源

の修理・修

景の支援 

    

ま ちづく

り市民団

体の活動

助成 

    

景観まちづ

くり計画事

業 

  多 摩 川 沿

い 景 観 形

成の調査、

検討 

 

 

 

 

優れた景

観づくり

の推進 

ぶ ら り 青

梅宿事業 

新規散策

ルートの

設定 

ガ イ ド ブ

ッ ク の 作

成支援 

ガ イ ド ブ

ッ ク の 活

用 

 
 

 

観 光 ま ち
づ く り 事
業 

道標整備等 

看 板整備

観光ＰＲ

事業補助 

 歩 き 道 マ

ップ作成 
  

ハイキング
コースの整
備事業 

整備     

観 光 客

(行楽客)

の回遊性

の向上 

梅 の 公 園
整備事業 

駐車場整

備等 

梅樹植栽 

用地購入 
拡 張 用 地

整備 

園路・水路

整備 

ト イ レ 設

置 

 

滝 本 駅 周
辺整備 

東 京都と
の協議、整
備方針検
討 

整 備 方 針

決定 
関 係 機 関

と の 調 整

等 

整備  

杉 並 青 梅
寮の活用 

活用方針

の検討 

活 用 方 針

決定 

用地購入 

設計 整備  

西部地区

における

観光交流

拠点の整

備 

霞丘陵自然
公園整備事
業 

リ コ リ

ス・蝋梅植

栽 

稚 児 百 合

観 察 道 整

備 

花木植栽 

花木植栽   四季の花
が楽しめ
る公園整
備 

地 域 資 源
の活用 

地域資源

(特産品）

の発掘と

研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地 域 資 源
発掘・再認
識 に よ る
ブ ラ ン ド
化、事業化
の推進 



 
 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

③３駅周辺整備事業 
現況調査 

 

 

 

用地取得 

 

 

エ レ ベ ー

タ ー 詳 細

設計 

整備工事 

( 公 衆 便

所 ・ 駐 輪

場・エレベ

ーター・広

場) 

東 青 梅 駅
北 口 整 備
事業 

関連部署

との調整 

  

 

 

 

 

 

駅前広場

を中心と

した歩行

空間等の

確保、バ

リアフリ

ー化、公

共施設等

の整備 

 シ ビ ッ ク

コ ア 地 区

整 備 計 画

検討 
 

  シ ビ ッ ク

コ ア 地 区

整 備 計 画

検討、整備

計画策定  

都 市 計 画

道路 3・5・
5 号線整備  
地形測量  

予備設計  
用地測量  

詳細設計  
用地測量  
 
不 動 産 鑑

定 用 地 取

得  
物件補償  

  
 
 
 
 
工事 

東 青 梅 駅
南 口 周 辺
整備事業 

都 市 計 画

道路 3・5・
24 号線整
備 
予備設計 

予備設計 

用地測量 

詳細設計 

用地測量 

 

 

不 動 産 鑑

定 

用地取得 

物件補償 

 

 

 

 

工事 

行政サー

ビスの拠

点機能の

集積と、

賑わいに

あふれた

地区の形

成推進 

中 心 市 街

地 に ぎ わ

い 活 性 化

計 画 策 定

事業 

 ア ン ケ ー

ト調査・基

礎調査 

方 針 等 検

討 

計画策定  中心市街

地の活性

化 

幹 ５ 号 線

電 線 共 同

溝整備（河

辺駅北口） 

延長 

１８０ｍ 

延長 

２３０ｍ

延長 

２００ｍ

引 込 管 路

整備工事 

 道路の修

景を図る 



 
 

事業名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 目 標 

④地域活動の活性化事業 
保 険 の 一

元化 
保 険 の 継

続加入 

(市民活動・

自治会活動)

   市 民との
協働・自治
会活動の
活性化 

協働事業

の呼びか

け 

    

ボ ランテ

ィア活動

の啓発 

    

協 働 事 業
の推進 

団塊の世

代支援体

制の検討 

検討 団 塊 の 世

代 支 援 相

談 

  

ボランテ

ィアセン

ターの活

用 

養成講座

の実施 

    観光ボラン
ティアの確
立支援 

確立のた

めの支援 

    

観光ガイ

ドボラン

ティアの

確立 

法人設立の
支援 

観光協会

の法人化

等の検討 

 設 立 の 支

援 

支援  公益活動

組織の自

立 

都市間交流
の推進 

 杉 並 区 と

交 流 協 定

締結、観光

交流実施 

そ の 他 交

流 内 容 の

検 討 ・ 調

整、一部実

施 

交 流 内 容

検 討 ・ 調

整、一部実

施 

  交流人口

の増加 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．事業計画（施策分野別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cha マークが付 いている事 業 はチャレンジプログラムとして取 り組 む事 業 です。 

 

 

 



第１章　快適で安全な生活環境の街

第１節　自然環境の保全

第１　自然環境

多摩川親水施設の整備 第1章 第2節「第4 河川等」 左記参照

体験学習の充実 第2章 第1節「第2 学校教育」 左記参照

下水道(汚水)整備 第1章 第2節「第6 下水道」 左記参照

市街地における樹林地の保全 第1章 第2節「第3 公園・緑地」 左記参照

環境基本計画の推進 第1章 第2節「第9 環境保全」 左記参照

用地取得、測量・鑑定、自然環境
調査、整備

「青梅の森」整
備事業

用地取得を推進するととも
に、保全計画にもとづき、適
正な保全と活用を市民との協
働により促進する。

22
用地取得、測量・鑑定、自然環境
調査、整備

用地取得、測量・鑑定、自然環境
調査、整備

24
間伐（約150ha）
枝打ち（約20ha）

(公園緑地課)

85,535
(農林課)

885,000

870,00024

894,320

23

48124
広葉樹造林補助

(農林課)

造林推進事業 森林計画区域内における伐採
跡地･無立木地を対象に、公
益的機能の高い広葉樹の造林
を推進する。
・各年　約２ｈａ

22
広葉樹造林補助

森林ボランティ
ア育成事業

森林ボランティア養成講座を
実施し、自主運営のできるボ
ランティアの組織化を推進す
る。
・講義・実技講習による講座
・隔年で20～30人募集（育成
期間２年）

512

23
広葉樹造林補助

481

845

23
第５期講座後期（せん定・実践）

795

事業名

(担当課)

年度計画
事業費

　　　　千円
年度 事業内容

22
第５期講座前期（基礎）

間伐（約150ha）
枝打ち（約20ha）

24
第６期講座前期分（基礎）

85,535

845

目標等

(農林課)
多摩森林再生推
進事業の推進
(花粉の少ない
森づくり運動の
推進)

スギ・ヒノキの人工林で間
伐・枝打ちを実施し森林の公
益的機能の回復に努める。
・東京都から業務委託

東京都の「色彩豊かな森事
業」「主伐対策事業」と連携
し、「花粉の少ない森づくり
運動」を推進する。

22
間伐（約150ha）
枝打ち（約23ha） 87,951

23

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha



第２節　生活環境の整備

第１　都市景観

商店街施設整備事業 第4章 第5節「第1 商業」 左記参照

釜の淵緑地の整備 第1章 第2節「第3 公園・緑地」 左記参照

旧稲葉家住宅の整備 第2章 第2節「第1 文化・芸術」 左記参照

41,000
(土木課)

市街地における樹林地の保全 第1章 第2節「第3 公園・緑地」 左記参照

道路修景事業 交通安全施設等整備事業実施
計画にもとづき、幹５号線
（河辺北大通り）電線共同溝
整備事業を実施する。

24
電線共同溝整備工事

64,390

23
電線共同溝整備工事

71,000

22
電線共同溝整備工事

24
捨て看板の撤去

1,119
(建設部管理課)

800
(都市計画課)
捨て看板クリー
ン作戦事業

市民・行政の協働により市内
に設置されている違法な看板
を撤去し、良好な都市景観を
築く。

22
捨て看板の撤去

1,119

23
捨て看板の撤去

1,119

794

23
道路美装化設計委託、住宅の修
理･修景助成、多摩川沿い景観形
成の調査・検討

16,000

景観まちづくり
計画事業

景観形成計画にもとづき、青
梅駅周辺の歴史的街なみと一
体となるよう風景の魅力を高
め街なみを整える。また、多
摩川沿い景観形成についても
調査・検討を行う。
・道路の美装化や景観形成重
要資源の修理・修景
・一般建築物の新築等の届出

22
景観形成重要資源の修理･修景助成、
協議会活動助成,多摩川沿い景観形成
の調査・検討

24
道路美装化整備工事、住宅の修
理・修景助成、多摩川沿い景観形
成の調査・検討

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

Cha

Cha

Cha



第２　住宅

第３　公園・緑地

24
(畑中)トイレ、水飲み、公園灯、
遊具の整備 8,600

(公園緑地課)

6,200
(公園緑地課)
市民参画による
公園づくり

市民参画による公園づくりを
進め、より身近な公園として
活用する。
・霞川調節池上部広場の整備
・新田山公園調整池跡地の整
備
・畑中３丁目地内の公園整備

22

(霞川)水飲み西側歩道等の整備
(新田山)施設整備
(畑中)整地、外構施設の整備調
整・検討および実施計画

55,333

23
(畑中)整地外構施設の整備

16,409

0

23
右岸園路用地買収

1,000

釜の淵緑地の整
備

郷土博物館南側右岸の園路整
備により、来園者への利便性
の向上を図る。

22
右岸園路用地買収調整・検討

24
右岸園路整備

35,772
(住宅課)

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

市営住宅の耐震
診断・補強計画 174,119

23
実施設計（１団地）
補強工事（１団地） 151,372

市営住宅の耐震性の向上を図
るため、市営住宅耐震改修計
画を作成するとともに、設
計･工事を実施し、安心・安
全な住環境を確保する。

22
実施設計（１団地）
補強工事（１団地）

24
実施設計（１団地）
補強工事（１団地）

24
民間住宅耐震助成

3,000
(住宅課)

33,300
(住宅課)

住宅マスタープ
ランの改定

平成２２年度に策定する住宅
マスタープランにもとづき、
住みよいまちづくりの推進、
良好な居住環境の形成を進め
る。また、民間住宅の耐震診
断および改修助成制度を推進
する。

22
住宅マスタープランの改定
民間住宅耐震助成の検討 2,391

23
民間住宅耐震助成

3,000

70,316

23
屋上防水改修・共用給水管改修・
高架水槽改修工事 37,700

市営住宅の改修 市営住宅の維持･修繕を計画
的に実施し、長期間の維持と
入居者の住環境の改善を図
る。

22
屋上防水改修・地上デジタル放送
対応改修工事

24
屋上防水改修・共用給水管改修・
高架水槽改修工事

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

Cha

Cha

Cha

Cha



第４　河川等

第５　上水道

24
(水道課)

(水道課)
配水管新設事業 安定した水道水の供給のた

め、配水管の整備を進める。
・出水不良の解消
・長距離連合線の解消による
漏水予防
・未給水地区の解消

22
配水管新設
φ50～500  Ｌ＝ 4,700ｍ
消火栓設置 15基

464,133

23
配水管新設
φ50～250  Ｌ＝ 2,230ｍ
消火栓設置  9基

195,492

709,981

23
配水管布設替等
φ150～350　Ｌ=1,540ｍ 171,620

配水管布設替事
業

安定した水道水の供給のた
め、塩化ビニル管や無ライニ
ング管を耐震性の高いダグタ
イル鋳鉄管へ計画的に取り替
える。

22
配水管布設替等
φ75～350　Ｌ=6,470ｍ

24

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

下水道(汚水)整備 第1章 第2節「第6 下水道」 左記参照

8,670
(公園緑地課)

釜の淵緑地の整備 第1章 第2節「第3 公園・緑地」 左記参照

多摩川親水施設
の整備

市民が安心して親しめる水辺
空間の場づくりを関係機関等
と調整を行い、必要な施設整
備を進める。

24
施設整備（駐車場、トイレ、水洗
い場等）

0

23
関係機関等との調整、検討

0

22
関係機関等との調整、検討

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

梅の公園等の整備 第4章 第5節「第2 観光」 左記参照

0
(公園緑地課)

多摩川親水施設の整備 第1章 第2節「第4 河川等」 左記参照

市街地における
樹林地の保全

樹林地の保全を目的とした、
青梅市緑地保全制度を創設す
る。

24
樹林林の保全制度の運用

0

23
樹林林の保全制度の運用

0

22
保全制度の検討

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

Cha

Cha

Cha



第６　下水道

第７　環境衛生・環境美化

5,355
(市民課)

7,892

23
老朽化した設備・備品の更新

23,086

市民斎場の整備 開設後10年経過し、劣化・老
朽化した設備・備品を順次補
修し、利用者の安全性と利便
性を確保する。

22
老朽化した設備・備品の更新

24
老朽化した設備・備品の更新

24
各種ポンプ類の更新
中央制御監視装置賃借料 42,717

(ごみ対策課)

28,930
(環境政策課)

し尿処理施設機
器更新事業

業務開始後12年余が経過し、
施設内の経年劣化した機器の
更新を順次行い、施設の安定
運営を図る。また、需用に応
じた施設改善（変更）を図
る。

22
中央監視制御装置更新（リース）
施設変更の検討 2,634

23
各種ポンプ類の更新
中央制御監視装置賃借料 42,127

8,474

23
東青梅駅北口（既存撤去）
バイオ化１箇所 7,552

公衆トイレの更
新整備

水洗化・バイオ化への更新に
より、周辺環境や景観にふさ
わしい安全で清潔感のある公
衆トイレにする。また、東青
梅北口トイレは、駅前整備事
業に合わせ整備を図る。
・バイオ式へ改修
・水洗式へ改修

22
水洗化１箇所

24
東青梅駅北口トイレ改修
水洗化１箇所

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

24
流域下水道建設事業負担金（多摩
川上流水再生センターの水処理施
設の更新、耐震化等）

119,000
(下水業務課)

1,689,325

(下水工務課)

下水道(汚水)整
備(流域下水道
建設事業負担
金)

流域下水道による多摩川上流
水再生センターの水処理施設
の更新、耐震化、高度処理の
推進、未普及地域の解消。

22
流域下水道建設事業負担金（多摩
川上流水再生センターの水処理施
設の更新、耐震化等）

47,167

23
流域下水道建設事業負担金（多摩
川上流水再生センターの水処理施
設の更新、耐震化等）

51,000

1,830,301

23
汚水管整備8,253ｍ、富岡汚水ポ
ンプ場建築等工事、日向和田第二
汚水中継ポンプ場電気設備改修

2,195,019

下水道(汚水)整
備

・第３期事業区域の枝線整備
を進める。
・小曾木事業区域の幹線およ
び枝線等の整備と富岡汚水中
継ポンプ場の整備を進める。
・成木事業区域、御岳山事業
区域の事業認可の推進
・汚水中継ポンプ場の改修工
事を進める。

22
汚水管整備9,197ｍ、富岡汚水ポ
ンプ場土木工事、日向和田第二汚
水中継ポンプ場電気設備改修

24

汚水管整備9,633ｍ、富岡汚水ポ
ンプ場機械等工事、北部汚水中継
ポンプ場機械設備改修、成木区域
等事業認可事務

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)



第８　ごみ処理・リサイクル

第９　環境保全

ごみ減量講座
第1章 第2節「第8 ごみ処理・リ
サイクル」

左記参照

24
事務事業全般の点検、評価

0
(環境政策課)

13,760
(環境政策課)
地球温暖化対策
実行計画の推進

新庁舎において、青梅市職員
率先行動計画（エコアクショ
ン）にもとづき取り組み、
ＣＯ2削減に努める。

22
事務事業全般の点検、第二次計画
開始 0

23
事務事業全般の点検、評価

0

13,760

23
計画の推進、協働事業の実施
省エネルギー機器等設置補助金等 75,980

環境基本計画の
推進

環境基本計画の施策実現に向
け、市民・市民団体・事業者
等との協働を進め、安全で潤
いのある生活環境を将来にわ
たり確保する事業の推進に努
める。

22
計画の推進、協働事業の実施
省エネルギー機器等導入補助金等

24
計画の推進、協働事業の実施
省エネルギー機器等導入補助金等

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

2,733
(ごみ対策課)

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

7,155

23

食用廃油リサイクルモデル事業の実施
情報紙の発行(年３回)、レジ袋削減・マ
イバッグ推進キャンペーンの実施

2,733

ごみ減量講座 学校や家庭、地域における環
境教育を推進するごみ減量講
座の拡充を図り、ごみ減量・
リサイクル意識の向上に努め
る。

22
ごみ減量講座の開催、ごみ処理施
設・再生処理工場等の見学会の実
施

24
ごみ減量講座の開催、ごみ処理施
設・再生処理工場等の見学会の実
施

市民堆肥化モニターを募集
（年２回、毎回30名） 79

306

23
ごみ減量講座の開催、ごみ処理施
設・再生処理工場等の見学会の実
施

306

79
(ごみ対策課)

306
(ごみ対策課)
生ごみの堆肥化
推進事業

生ごみの水切り徹底を啓発す
るとともに、堆肥化モニター
事業が一次処理した生ごみ堆
肥化と利用を促進する。

22
市民堆肥化モニターを募集
（年２回、毎回30名） 79

23

24
市民堆肥化モニターを募集
（年２回、毎回30名）

ごみの排出抑制
と資源化推進事
業

ごみ情報紙により、ごみ排出
抑制の徹底を図り、マイバッ
グ推進・容器包装の減量に向
けた取組みを推進する。また
集団回収による、ごみ減量・
リサイクルへの自主的な取り
組みを奨励し、平成24年度ま
での減量目標の達成を目指
す。

22

食用廃油リサイクルモデル事業の実施
情報紙の発行(年３回)、レジ袋削減・マイ
バッグ推進キャンペーンの実施
資源リサイクルハンドブックの発行

24

食用廃油リサイクルモデル事業の実施
情報紙の発行(年３回)、レジ袋削減・マ
イバッグ推進キャンペーンの実施

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha



第３節　生活安全の確保

第１　消防・防災

未定
(防災課)

3,626

23
個別支援プラン等の作成および見
直し、登録者名簿の更新、随時登
録受付の実施

未定

災害時要援護者
支援対策事業

災害時要援護者についての登
録制度を実施し、登録者名簿
を地域支援組織、関係機関へ
提供する。また、個別支援プ
ラン等を作成し、要援護者に
ついて支援できる体制を整備
する。

22
登録者名簿の提供および更新、個
別支援プラン等の作成、連絡会議
の設置、随時登録受付の実施

24
個別支援プラン等の作成および見
直し、登録者名簿の更新、随時登
録受付の実施

(防災課)

家具転倒防止器
具助成事業

家具転倒防止器具等を支給す
ることにより、住居内の家具
の転倒防止対策等を促進し、
家庭における防災への備え
と、震災時における人的被害
の軽減を図る。

22
器具等の支給および設置

19,178

23
器具等の支給および設置

19,178

24

新庁舎建設
第5章 第2節「第3 庁舎等の整
備」

左記参照

小･中学校校舎等耐震実施設計および補強工事 第2章 第1節「第2 学校教育」 左記参照

第二小学校校舎の改築に伴う基本設計委託、
実施設計委託、改築工事

第2章 第1節「第2 学校教育」 左記参照

造林推進事業 第1章 第1節「第1 自然環境」 左記参照

24
子局の更新・増設（29局）
中継局設備新設 301,471

(防災課)

4,870
(防災課)

防災行政無線等
の更新

新庁舎建設に合わせ、老朽化
した防災行政無線のデジタル
化や、気象および計測震度計
データ取得機器等の整備を行
ない、災害時の情報伝達体制
の強化を図る。

22

・防災行政無線子局の更新・増設
（25局）
・気象庁計測震度計データ取得機器
等の整備
・全国瞬時警報システムの導入

144,842

23
子局の更新・増設（30局）
中継局詳細設計委託 163,695

5,215

23
第８分団第１部

5,410

消防器具置場改
修

老朽化した消防器具置場（消
防詰所）の改修を行い、団員
がより安全で迅速な出動体制
がとれるよう施設の整備す
る。
・外壁・内壁・鉄骨部の塗
装、屋外防水、床の改修、
シャッターのオーバースライ
ド化

22
第２分団第３部

24
第８分団第４部

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

Cha

Cha

Cha



第２　交通安全

第３　防犯

第４　消費生活

8,014

街路灯整備事業 犯罪防止と夜間の歩行者およ
び車両等の安全な通行を確保
するため、街路灯の整備を行
う。
また、消費電力、二酸化炭素
の排出量が少ない、ＬＥＤ照
明器具等の省エネルギー型街
路灯を導入する。

(担当課)

24
東青梅駅北口自転車駐輪場新設

未定
(生活安全課)

省エネルギー型街路灯の新設およ
び取替え

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円

(生活安全課)

8,437

24
自主防犯組織活動費補助

1,100

1,100

19,967

23

23
弁護士等による専門（多重債務）
相談の実施、食の安全・安心の啓
発、高齢者消費者被害等防止啓発

8,917

22
省エネルギー型街路灯の新設およ
び取替え

24
省エネルギー型街路灯の新設およ
び取替え

東京都消費者行政活性化基金
（平成21から23年度）を活用
し、消費者行政の拡充を図
る。

22
弁護士等による専門（多重債務）
相談の実施、食の安全・安心の啓
発、高齢者消費者被害等防止啓発

24

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

(生活安全課)

8,014
(管理課)

自主的防犯活動
支援事業

支会ごとに組織された自主防
犯組織の活動等に支援を行
い、市民の一人ひとりが安心
して暮らせるまちづくりを推
進する。

22
自主防犯組織活動費補助

1,100

23
自主防犯組織活動費補助

2,069
(生活安全課)

東青梅駅前の整備計画に合わ
せて有料駐輪場（自転車駐輪
場）の整備を実施する。

22
調整・検討

0

23
調整・検討

0

交通安全教育の
充実 2,069

23
自転車運転免許証交付
自転車ヘルメット購入助成 2,069

青梅警察署と共催により、高
齢者等を対象とした交通安全
教室、小学生を対象とした自
転車運転免許証交付事業を実
施し、交通マナーの向上と事
故防止を図る。また、幼児児
童用自転車ヘルメットの購入
費用の一部を助成し、普及に
努める。

22
自転車運転免許証交付
自転車ヘルメット購入助成

24
自転車運転免許証交付
自転車ヘルメット購入助成

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

東青梅駅、小作
駅前有料駐輪場
整備事業

東京都消費者行
政活性化基金事
業

Cha

Cha

Cha



第２章　学び楽しむ伝統・文化の街

第１節　生涯学習の推進

第１　生涯学習

409

図書、CD、DVD、CD-ROM等購入

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円
電算機器賃借料

電算機器賃借料

子どもの体験事業

図書、CD、DVD、CD-ROM等購入

ブックリストの配布、講演会、学
校推進モデル事業の実施

ブックリストの配布、講演会、学
校推進モデル事業の実施

22

23

事業名

23

子ども読書活動
推進事業

24

22

23

図書館資料整備
事業 22

中央図書館および各分館の図
書、CD、DVD、CD-ROM等の計
画的な購入・更新をおこな
う。

23

22
子どもの体験事業

第２次「青梅市子ども読書活
動推進計画」にもとづき、子
どもの読書活動の更なる推進
を図る。

24

明星大学と共同して、青少年
教育、文化芸術等に関する事
業の展開を検討する。

0

24

22

23

0

青少年教育、文化芸術等に関する
共同事業の検討

子どもの体験事業

青少年教育、文化芸術等に関する
共同事業の検討

0

(担当課)
図書館情報シス
テムの整備

図書館システムを幅広く活用
していく。 29,194

29,194

29,194
(中央図書館管理課)

電算機器賃借料
24

目標等

43,835

46,000

46,000
(中央図書館管理課)

図書、CD、DVD、CD-ROM等購入

409

409
(中央図書館管理課)

子どもの体験事
業

次世代を担う子どもたちを育
むため「感動体験」を提供す
る。

5,316

5,316

5,316
（各課）

ブックリストの配布、講演会、学
校推進モデル事業の実施

24
青少年教育、文化芸術等に関する
共同事業の検討

(社会教育課)

明星大学との共
同研究事業(青
少年教育、文化
芸術等)

C
h

C
h

Cha

Cha



第２　学校教育

418

実施設計（第六小、ほか２校）
補強工事（第二中、第六中、西
中、吹上中、今井小、霞台小、若

改築工事（１期工事）・北校舎他
解体工事 532,770

第二次モデル校２年次研究、成果
報告

補強工事（第六中、西中、吹上
中、第七中、成木小、霞台小）

補強工事（第六小、友田小、新町
中）

３年次研究、最終報告

各小・中学校への研究成果の還元

各小・中学校での研究成果の活用

教育活動支援員の養成研修と副籍
制度活用研修等の実施 182

22

第二小学校校舎
の改築工事

目標等

22

24
改築工事（２期工事）

第二小学校校舎の改築工事を
実施する。

23

22

国語力向上モデ
ル事業

23

24

22

24
各小・中学校での研究成果の活用

コミュニケーション能力や思
考力、表現力、理解力など、
全教科の基本となる国語力を
培うため、指導方法等を研究
し、成果を活かした教育活動
を展開する。

23

特別支援教育の
充実

23

24

22

教育活動支援員の養成研修と副籍
制度活用研修等の実施

24
教育活動支援員の養成研修と副籍
制度活用研修等の実施

23

事業名
年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

1,588,418

622,130
(施設課)

小・中学校校舎
等耐震実施設計
および補強工事

耐震補強が必要な校舎等に対
して計画的、効率的に補強改
修を実施する。

665,281

591,363

91,250
(施設課)

改築工事（１期、２期工事）・南
校舎解体工事

(指導室)
小・中学校一貫
教育モデル事業

小･中学校の９年間を見通し
た教育課程の編成や特色ある
教育活動を展開し、ゆとりの
中で個性や創造性を伸ばす
小･中学校一貫教育モデル事
業を地域指定で実施する。

510

(指導室)

各小・中学校への研究成果の還元

182

182
(指導室)

教員を補佐する教育活動支援
員の養成と副籍制度を活用
し、特別支援学校の児童・生
徒と地域指定校の児童・生徒
が交流を図ることにより、特
別支援教育の充実を図る。

Cha

Cha



960

指導補助員の配置、指導内容の充
実

指導補助員の配置、指導内容の充
実

設計委託、工事等

960

3,124

0

牛乳保冷庫更新（藤橋・根ヶ布調
理場２台） 408

22
林業体験、農業体験、自然体験等

目標等

指導補助員の配置、指導内容の充
実

23

24

22

児童・生徒の適
応指導教室（ふ
れあい学級）の
充実

指導体制および指導環境の改
善を図り、個々に応じた適切
な学習指導、助言等を行うと
ともに社会性・協調性を養う
体験学習等を充実していく。

22

93,835

23

設計委託、工事等

24
設計委託、工事等

23

22
PC、プリンタ等機器の更新・増設

体験学習の充実

計画的にピアノ等の購入を行
う。 22

教材・ピアノ等購入・修理

24
教材・ピアノ等購入・修理

学校備品・教材
の整備等

(総務課・指導室)

自然体験等を通して自然に親
しむ心情を育むとともに郷土
への誇りを持たせる。

事業名
年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

960
(指導室)

小・中学校施設
整備事業

老朽化の著しい市立小・中学
校の施設を計画的に整備す
る。

196,406

196,406

196,406
(施設課)

PC、プリンタ等機器の更新・増設
111,597

24
PC、プリンタ等機器の更新・増設

137,769
(指導室)

給食センター施
設の整備事業

藤橋調理場等の設備等を計画
的に整備する。 22

23

(給食センター)

高度情報通信社会に対応した
学校情報情報教育環境の充実
を図る。また、教員の業務の
IT化を図り、業務軽減や教育
の質改善を目指す。

学校情報教育環
境の充実

牛乳保冷庫更新（第三小、第四
小、第六小、第七小、新町中、吹
上中）

8,211

24
牛乳保冷庫（第一小、第五小、第
三中） 4,463

3,124

23
教材・ピアノ等購入・修理

3,124

23
林業体験、農業体験、自然体験等

0

24
林業体験、農業体験、自然体験等

0
(指導室)

C
h

C
h

Cha



113

23

青梅の伝統文化
奨励事業の実施

青梅市における伝統文化の継
承、発展および児童・生徒の
郷土愛の育成に資するため、
表彰制度を設置し、伝統芸能
を継承している児童・生徒を
表彰する。

22
推薦・審査・表彰

耐力度調査・基本設計
10,520

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

推薦・審査・表彰
113

24
推薦・審査・表彰

113
(指導室)

第四小学校屋内
運動場改築

老朽化した屋内運動場を改築
し、耐震性能、適正床面積を
得ることにより、児童等の利
用者の安全性や良好な学習環
境等を確保する。

22

23

24
(施設課)

C
h

Cha



第２節　文化・スポーツの振興

第１　文化・芸術

0

土蔵復元・修理
24,487

年度計画

年度 事業内容
事業名

事業費
　　　　千円

目標等

旧稲葉家住宅の
整備

内装改修工事等、音響設備改修

平成13年に解体した土蔵の復
元工事を３ヶ年計画で実施し
ていく。

22

23

市民ホールの規模等市民意見の集
約・建設方法の検討

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円

(担当課)
市民会館施設の
整備

市民会館の施設整備を計画的
に実施する。 22

24
(文化課)

13,307

23

土蔵復元・修理
29,600

24
土蔵復元・修理

32,706
(文化課)

市民ホールの建
設事業

文化の向上および生涯学習の
拠点施設として市民ホールの
建設を検討する。

22

24
(文化課)

23
市民ホールの規模等市民意見の集
約・建設方法の検討 0

(担当課)
青梅市まるごと
アート支援事業

市内で自主的に文化芸術活動
を行う団体が実施する、文化
芸術の創造、発信および交流
を通した文化の香り高い創造
的なまちづくりに寄与する事
業を支援する。

22

24

青梅市まるごとアート支援事業補
助金 1,200

23
青梅市まるごとアート支援事業補
助金 1,500

(文化課)

青梅の伝統文化奨励事業の実施 第2章 第1節「第2 学校教育」 左記参照

Cha

Cha



第２　スポーツ・レクリエーション

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
総合型地域ス
ポーツクラブ設
立

市民が自主的に運営するモデ
ルクラブを設立し、多くの市
民がスポーツを楽しむ。

22
モデルクラブの設立、クラブ運営
支援

24
他市町村クラブとの交流

0

23
他地区での設立、クラブ運営支援

0

0
(体育課)

体育施設の整備 青梅市スポーツ振興計画にも
とづき、市民の誰もが安心し
て利用できる施設維持のた
め、老朽化の進んだ施設から
整備・改修を実施する。

22

23
市民球技場等テニスコート防球
ネット改修等 未定

24
(体育課)

東京国体開催準
備

第68回国民体育大会のカヌー
競技開催準備を進めるととも
に、競技力向上に努める。

22
競技運営施設の基本・実施設計、
実行委員会の設置、選手強化、土
地購入等

24
リハーサル大会開催、仮設ステー
ジ工事費、選手強化、競技用具等

21,624

23
競技運営施設建設、選手強化等

96,800

94,320
(国体準備担当)
総合体育館の整
備

耐震補強工事を実施するとと
もに、懸案となっている床面
張替えを実施し、安全で安心
できる施設として維持する。

22
屋根等耐震補強等工事

195,328

23

24
(体育課)

Cha



第３章　健やかでやさしい福祉の街

第１節　保健・医療の充実

第１　予防・健康

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
健康増進計画の
策定

平成21年度に策定した「健康
増進計画」にもとづき、市民
の健康づくりを推進する。

22
市民への周知
健康増進事業の推進

24
市民への周知
健康増進事業の推進

0

23
市民への周知
健康増進事業の推進 0

0
(健康課)

老人保健事業の
見直しによる保
健事業の体制整
備（健康増進事
業）

健康増進法にもとづき健康増
進事業（各種検診・健康事業
など）を実施する。

22
各種がん検診・成人歯科健診・骨
密度健診・健康教育等の実施 104,319

23
各種がん検診・成人歯科健診・骨
密度健診・健康教育等の実施 104,319

24
各種がん検診・成人歯科健診・骨
密度健診・健康教育等の実施 104,319

(健康課)

208

23
市民への周知
食育事業の推進 208

22
市民への周知
食育事業の推進

208
(健康課)

特定健康診査および特定保健指導の実施 第3章 第3節「第1 社会保障」 左記参照

食育推進計画の
策定

平成21年度に策定した「食育
推進計画」にもとづき、食育
事業を展開する。

24
市民への周知
食育事業の推進

食育とふれあい農業の推進事業 第4章 第4節「第1 農業・林業」 左記参照

次世代育成支援地域行動計画の策定
第3章 第2節「第2 児童福祉、子
育て支援」

左記参照

Cha

Cha

Cha



第２　医療体制、市立総合病院経営

第２節　福祉の充実

第１　地域福祉

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
東西南棟維持保
全事業

施設の適切な維持管理を図る
ため、東西南棟の改修工事を
計画的に実施する。

22
高圧配線用遮断器更新工事

24

283,639

23

(総合病院管理課)

医療器械の整備 施設の有効利用と医療水準の
向上を図るため、高額医療器
械を計画的に整備する。

22
ＣＴ装置更新

86,100

23
ＭＲＩ装置更新

300,000

24
注射薬セット自動化システム更新

100,000
(経営企画課)

地域における基幹的な医療機
関として、安定的かつ継続的
な医療を提供していくため、
病院改革プランを推進する。

22
プランにもとづく経営改善

24

23
プランにもとづく経営改善

(経営企画課)

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

青梅市立総合病
院改革プランに
もとづく経営改
善

地域福祉計画の
作成

「総合長期計画」の基本構想
に即した「健やかでやさしい
福祉の街」の理念を達成する
ための方策を総合的に推進す
る「基本計画」として作成す
る。

22
事前調査等

24
計画策定

0

23
事前調査等

0

2,394
(福祉総務課)
バリアフリー基
本構想の策定

バリアフリー基本構想を策定
するため、準備を行う。 22

23

24
基本構想策定に向けた資料収集等

0
(福祉総務課)



第２　児童福祉、子育て支援

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
社会状況の変化に対応した福
祉マップの改訂版を作成す
る。

22
改訂版の作成、発行および配布

24
次期改訂版のための資料収集

1,470

23
次期改訂版のための資料収集

0

0
(福祉総務課)

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

福祉マップの改
定版の作成

次世代育成支援
地域行動計画の
策定

平成21年度に策定した「後期
行動計画」にもとづき、総合
的な子育て支援を進める。

22
行動計画に基づく施策の検証およ
び実施状況の公表

24
行動計画に基づく施策の検証およ
び実施状況の公表

348

23
行動計画に基づく施策の検証およ
び実施状況の公表 348

348
(子ども家庭支援課)

認可保育所の整
備

増改築により保育施設の整備
を行い、定員増による待機児
童の解消、一時預かりや延長
保育の拡充など、保育サービ
スの充実を図る。

22
保育所の施設整備（上長渕、青梅
みどり第一、梅郷） 459,726

23
保育所の施設整備（かすみ台第
二） 42,567

24
保育所の施設整備（かすみ台第
二、千ヶ瀬） 203,970

(子育て推進課)
学童保育所の整
備

待機児童の多い学童保育所の
拡充を図るため、学校の余裕
教室等を活用し、定員の増加
を図る。

22

24
余裕教室等整備

23
余裕教室等整備

2,000

2,000
(子育て推進課)
子ども家庭支援
センター事業

平成20年度から開始した先駆
型センターとして引き続き事
業を推進する。

22
事業の推進

23,786

23
事業の推進

23,786

24
事業の推進

23,786
(子ども家庭支援課)



第４　障害者(児)福祉

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
育児支援ヘル
パー事業

子ども家庭支援センターの先
駆型への移行に伴い、産前・
産後期の母親などを支援する
とともに、養育困難家庭の把
握を行い支援につなげること
によって、子どもと家庭の健
全な育成と虐待の防止を図
る。

22
制度周知、申請受付、ヘルパー派
遣

24
制度周知、申請受付、ヘルパー派
遣

1,575

23
制度周知、申請受付、ヘルパー派
遣 1,575

1,575
(子ども家庭支援課)

ファミリー･サ
ポート・セン
ター事業

交流会、講習会を充実し、更
なる提供会員の育成および利
用会員の拡大に努める。

22
会員の募集・登録、講習・指導、
援助活動の調整、交流会実施 6,100

23
会員の募集・登録、講習・指導、
援助活動の調整、交流会実施 6,100

24
会員の募集・登録、講習・指導、
援助活動の調整、交流会実施 6,100

(子ども家庭支援課)

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
障害者計画の策
定

平成19年度に策定した計画に
ついて、進ちょく状況の確認
や意識調査を行い、次の計画
を策定する。

22
事前調査等

24
地域自立支援協議会による事業進
ちょく確認等

436

23
計画策定

4,567

0
(障がい者福祉課)

障害福祉計画の
策定

第２期障害福祉計画を検証
し、第３期障害福祉計画を策
定する。

22
障害者計画の策定に合わせた、進
ちょく状況の確認等の実施および
計画内容の検討

（障害者計
画で計上）

23
障害者計画の策定に合わせて、実
施計画の策定

（障害者計
画で計上）

24
地域自立支援協議会による事業進
ちょく確認等

(障がい者福祉課)

障害者の一般就労等への取
組、関係機関との連携等を推
進する。

22
センター運営・事業内容の見直
し、改善等

24
センター運営・事業内容の見直
し、改善等

19,475

23
センター運営・事業内容の見直
し、改善等 19,475

19,475
(障がい者福祉課)

障害者就労支援
センター事業



第５高齢者福祉

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
地域活動支援セ
ンター事業の充
実

市事業の実施施設あるいは障
害者や障害者団体等の活動場
所としてふさわしい環境を整
備する。

22
実施設計および改修工事

24

61,568

23
移転実施

(障がい者福祉課)

自立センター施
設整備事業

老朽化した空調設備を改修し
室内環境の向上を図る。 22

23

24
空調設備の改修

12,600
(障がい者福祉課)

バリアフリー基本構想の策定 第3章 第2節「第1 地域福祉」 左記参照

福祉マップの改訂版の作成 第3章 第2節「第1 地域福祉」 左記参照

特別支援教育の充実 第2章 第1節「第2 学校教育」 左記参照

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
高齢者福祉計画
の策定

高齢者の福祉のため、介護保
険事業計画と一体のものとし
て策定する。

22
実態調査

24
計画の評価

（介護保険
事業計画で
計上）

23
計画策定 （介護保険

事業計画で
計上）

(高齢介護課)
福祉センターの
耐震改修事業

耐震診断にもとづき耐震補強
工事を実施し、安全性を確保
する。

22
耐震補強設計

10,949

23
耐震補強工事

未定

24
(高齢介護課)

介護保険事業計画の策定 第3章 第3節「第1 社会保障」 左記参照

Cha



第３節　社会保障の充実

第１　社会保障

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
特定健康診査お
よび特定保健指
導の実施

国の定める基準に基づき、平
成24年度の国民健康保険被保
険者にかかる特定健康診査の
受診率は65％以上、特定保健
指導の実施率は45％以上を目
標とする。

22
特定健診・特定保健指導の実施

24
特定健診・特定保健指導の実施

191,656

23
特定健診・特定保健指導の実施

207,660

233,112
(健康課)

介護保険事業計
画の策定

介護保険制度の円滑な実施の
ため、３年を１期とする計画
を策定する。

22
実態調査

2,630

23
計画策定

2,370

24
計画の評価

0
(高齢介護課)



第４章　活気に満ちた元気な街

第１節　都市核の形成

第１　市街地整備

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
シビックコア地
区整備計画策定
事業

「シビックコア地区整備計
画」の策定により、東青梅駅
周辺での行政サービス機能の
集積とにぎわいにあふれた地
区の形成を推進する。

22
シビックコア地区整備計画検討

24
シビックコア地区整備計画検討、
シビックコア地区整備計画書作成

256

23
シビックコア地区整備計画検討

256

8,356
(まちづくり推進課)

東青梅駅北口整
備事業

駅前歩行空間等の確保や、バ
リアフリー化、自転車駐輪場
等の施設整備により、利用者
に優しい駅前空間を創出す
る。

22
用地取得

50,837

23
エレベーター詳細設計

2,200

24
工事（エレベーター、広場）

55,000
(まちづくり推進課)

都市計画マス
タープランの変
更

永山北部丘陵、長淵丘陵、小
曾木丘陵、七国山周辺の土地
利用の方針を、青梅市総合長
期計画（基本構想）と整合を
図ることにより、開発などの
影響のない、市民意見を反映
した自然環境活用ゾーンとし
て、安定した土地利用の誘導
を図る。

22

24

23

(都市計画課)
青梅インター
チェンジ周辺整
備事業（今井土
地区画整理事
業）

物流拠点を柱としたまちづく
りを推進するため、農業振興
地域・農用地区域の除外をめ
ざす。また、地元組織である
土地区画整理組合の設立準備
会による事業推進を積極的に
支援していく。

22
準備会への支援、整備計画の作成

14,758

23
準備会への支援・助成（調査、設
計等） 80,182

24
準備会への支援・助成（調査、設
計等） 70,682

(まちづくり推進課)

地籍調査事業 人口集中地区（DID地区）に
おいて実施する。
登記調査　　2.24　k㎡
街区調査　　2.43　k㎡
一筆地調査　0.58　k㎡

22
登記調査　　0.77k㎡
街区調査　　0.72k㎡
一筆地調査　0.17k㎡

24
登記調査　　0.53k㎡
街区調査　　0.94k㎡
一筆地調査　0.22k㎡

78,041

23
登記調査　　0.94k㎡
街区調査　　0.77k㎡
一筆地調査　0.19k㎡

79,900

73,500
(建設部管理課)
中心市街地にぎ
わい活性化計画
策定事業

にぎわいと交流のある中心市
街地（青梅駅・東青梅駅・河
辺駅周辺）の形成に向けた地
域活性化計画を策定し、推進
する。

22
方針等検討

308

23
計画策定

2,000

24
計画の推進

(企画調整課)

道路修景事業 第1章 第2節「第1 都市景観」 左記参照

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha



第２節　地域基盤の整備

第１　道路網

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
幹線道路網の整
備要請等

整備要請
○一般国道411号
○主要地方道５号（青梅街
道）、31号（秋川街道）、45
号（吉野街道）等
○都市計画道路３・４・13号
青梅東端線等
○多摩新宿線の早期具体化要
請

22
国道・都道の整備について早期事
業化、整備促進の要請

24
国道・都道の整備について早期事
業化、整備促進の要請

0

23
国道・都道の整備について早期事
業化、整備促進の要請 0

0
(計画調整担当)
都市計画道路の
整備（３・５・
５号進新奥多摩
街道線)

「新みちづくり・まちづくり
パートナー事業」により用地
取得、工事等を推進する。
　
　整備延長    　Ｌ=450ｍ
　道路幅員　　　Ｗ= 15ｍ

22
設計委託、不動産鑑定、用地取
得、物件補償 135,614

23
不動産鑑定、用地取得、物件補償

397,100

24
不動産鑑定、用地取得、物件補
償、工事 560,300

(土木課)
都市計画道路の
整備(３･５･24
号根ヶ布長淵
線)

「第３次事業化計画」にもと
づき、計画を推進する。

　整備延長    　Ｌ=330ｍ
　道路幅員　　　Ｗ= 12ｍ

22
設計委託等

24
不動産鑑定、用地取得、物件補
償、工事

14,887

23
不動産鑑定、用地取得、物件補償

491,100

458,674
(土木課)

都市計画道路の
整備(３･５･26
号永山グランド
線)

「第３次事業化計画」にもと
づき、計画を推進する。

　整備延長    　Ｌ=200ｍ
　道路幅員　　　Ｗ= 12ｍ

22
設計委託、不動産鑑定、用地取
得、物件補償 63,771

23
不動産鑑定、用地取得、物件補償

79,090

24
不動産鑑定、用地取得、物件補
償、工事 115,510

(土木課)
幹29号線、準８号線

　整備延長　Ｌ＝580ｍ
　用地取得　Ａ＝949㎡
　水路改修　Ｌ＝350ｍ

22
幹29号線：街築工事、物件補償
準８号線：用地取得、物件補償

24
幹29号線：街築工事、用地取得、
物件補償
準８号線：用地取得、物件補償

48,520

23
幹29号線：水路改修、街築工事
準８号線：街築工事 90,000

102,263
(土木課)

一般市道の整備
(幹線道路)

Cha

Cha



事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
一般市道の整備
(生活道路)

青192号線、青2963号線、梅
189号線、梅248号線、沢95号
線、小74・75号線

　整備延長　Ｌ＝1,086ｍ
　用地取得　Ａ＝993㎡

22
青192号線：改修工事
青2963号線：改修工事
梅189号線：改修工事、用地取得

24
梅248号線：改修工事
小74・75号線：改修工事

20,723

23
青2963号線：改修工事
梅248号線：用地取得、物件補償
沢787号線：改修工事

117,635

52,000
(土木課)

一般市道の整備
(橋りょう)

藤の木橋、五反田橋、寒念橋
の架け替え 22

藤の木橋（架替え工事負担金）
五反田橋（設計負担金） 43,560

23
五反田橋（架替え工事負担金）

67,000

24
寒念橋（地質調査等）

2,000
(土木課)

一般市道の整備
(路面改良)

整備延長

　Ｌ＝2,930ｍ
22
整備計画延長　1,215ｍ

24
整備計画延長　　550ｍ

88,549

23
整備計画延長　1,165ｍ

90,000

34,000
(土木課)

一般市道の整備
(歩道改良)

幹９号線

　整備延長　Ｌ＝1,060ｍ
22

23
設計委託、地質調査

15,000

24
街築工事

100,000
(土木課)

歩きやすく安全で安心な道路
として整備する。 22

モデル路線の選定、調査委託

24
整備工事等

4,620

23
整備工事等

50,000

50,000
(建設部管理課)

（仮称）健康と
歴史・文化の路
づくり整備事業



第２　公共交通

第３節　地域情報化の推進

第１　地域情報化

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
公共負担によるバス路線の維
持・充実を図る。 22

都営バス144,818千円
西東京バス 14,000千円

24
都営バス144,818千円
西東京バス 14,000千円

158,818

23
都営バス144,818千円
西東京バス 14,000千円 158,818

158,818
(企画調整課)

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

バス路線の維持

交通体系整備プ
ログラムの策定

総合的な交通体系確立のため
のプログラムを策定する。 22

地域協議会設立検討

24
路線バスの再編等の計画策定

0

23
現状分析、将来交通需要、基本構
想の作成、中間成果作成 5,000

6,500
(企画調整課)
駅周辺施設整備 駅周辺施設の保全・整備を行

い、周辺市民等の利便性の向
上を図る。

22
二俣尾駅こ線橋整備

9,593

23

24
(企画調整課)

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)

学校情報教育環境の充実 第2章 第1節「第2 学校教育」 左記参照



第４節　生産の振興

第１　農業・林業

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
安全で多彩な農
業生産の推進事
業（都市農業経
営パワーアップ
事業)

優れた技術や創意工夫により
積極的な経営を進める農業者
グループを支援する。

22
パイプハウスの設置等

24
パイプハウスの設置等

11,250

23
パイプハウスの設置等

7,500

7,500
(農林課)

広範な担い手の
育成事業（農業
後継者育成事
業）

農業後継者、女性農業者、高
齢農業者など、それぞれの状
況に応じた支援を行うととも
に、援農による支援を推進す
るための仕組みを検討する。

22
受入農家の把握
研修会の実施
加工品の選定・関係機関との調整

212

23
受入農家の把握・講習会の実施
研修会の実施
加工品の選定・関係機関との調整

212

24
受入農家の把握・講習会の実施
研修会の実施
加工品の選定・関係機関との調整

212
(農林課)

成木３丁目農道整備
既設農道の整備、農業用水路
の補修

22

24

23

(農林課)

生産の基本とな
る農地の保全事
業
（農道等改修事
業）



事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
生産の基本とな
る農地の保全事
業

農地の多面的機能を有効に活
用した農地の保全を図るとと
もに、遊休農地解消の仕組み
づくりを検討する。

22
農業体験農園開設
農家開設型市民農園開設

24
農業体験農園開設
農家開設型市民農園開設

1,000

23
農業体験農園開設
農家開設型市民農園開設 1,000

1,000
(農林課)

地籍調査事業 地籍調査事業の組織化を図
り、人口集中地区（DID地
区）以外の区域の地籍調査を
実施する。

22

23

24
(農林課)

農業振興地域に
かかる基礎調査

青梅市農業振興地域整備計画
の作成 22

農業振興地域整備計画書の作成

24

0

23

(農林課)
食育とふれあい
農業の推進事業

市内産農産物や農業情報を発
信、提供する体制を整える。
また、市民の農業に対する理
解を深めるため、農業体験の
場を確保する。

22
イベントの実施等

12

23
イベントの実施等

12

24
イベントの実施等

12
(農林課)

23

22

(農林課)

造林推進事業 第1章 第1節「第1 自然環境」 左記参照

林道基盤の整備
事業

24

森林ボランティア育成事業 第1章 第1節「第1 自然環境」 左記参照Cha

Cha

Cha

Cha

Cha



第２　工業

第５節　商業・観光の振興

第１　商業

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
おうめものづく
り支援事業

中小企業等が自由な発想にも
とづき、新たな事業を積極的
に実施する場合に支援し、自
立発展の基盤強化と産業の活
性化を図る。

22
中小企業等への補助の実施

24
中小企業等への補助の実施

31,651

23
中小企業等への補助の実施

31,651

31,651
(商工観光課)
企業誘致の推進 青梅インターチェンジ周辺地

域等への新規産業の誘致を推
進し、地域経済の活性化と市
民の雇用機会の拡大を図る。

22
企業誘致調査・研究

23
企業誘致条例案作成

24
企業誘致条例施行

(商工観光課)

青梅インターチェンジ周辺整備事業 第4章 第1節「第1 市街地整備」 左記参照

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
商店街活性化イ
ベント事業補助

商店会等が実施するイベン
ト・活性化事業を支援し、商
店街の賑わいの創出や集客力
の向上および活性化により商
業振興の推進を図る。

22
イベント事業等補助

24
イベント事業等補助

24,737

23
イベント事業等補助

24,939

24,439
(商工観光課)
商店街空き店舗
活用事業

空き店舗活用事業に支援し、
商店街のイメージアップや集
客力の向上、空き店舗対策に
より商業振興の推進を図る。

22
賃借料補助（４店舗）
チャレンジショップ事業調査・研
究

3,360

23
賃借料補助（４店舗）
チャレンジ賃借料補助（３店舗） 6,692

24
賃借料補助（３店舗）
チャレンジ賃借料補助（３店舗） 6,560

(商工観光課)

ChaCha



第２　観光

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
商店街施設整備
事業

商店街の施設整備に支援し、
商店街のイメージアップや来
街者の利便性の向上により、
商店街の活性化と商業振興を
推進する。

22

24
商店街ファサード整備の検討

23

0
(商工観光課)
ぶらり青梅宿事
業の推進

地域資源を活用し、観光の要
素を取り入れたガイドブック
の作成を支援し、集客力の向
上と来街者の滞留時間の増加
により、商店街の活性化を図
る。

22

23

24
ガイドブックの作成補助

1,500
(商工観光課)

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
梅の公園等整備 景観、日照、利便性等の改善

を図り、利用者へのサービス
向上を図る。

22
拡張等整備

24
トイレ新設等

5,664

23
トイレ設計委託
園路、水路整備等 7,000

18,000
(公園緑地課)
観光ボランティ
アの養成

ガイドボランティアの育成を
図り、梅の公園での活動を支
援する。

22
ガイドボランティア育成のための
講師報奨金 40

23
ガイドボランティア育成のための
講師報奨金 40

24
ガイドボランティア育成のための
講師報奨金 40

(商工観光課)
市内の梅の古木等を保護する
ことにより梅の里としての景
観整備を図るとともに、梅の
公園等の観梅環境の向上を図
る。

22
梅の古木等指定補助金

24
梅の古木等指定補助金

216

23
梅の古木等指定補助金

216

216
(商工観光課)

梅の里、観梅環
境整備事業

Cha

Cha

Cha

Cha

Cha



事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
ハイキングコー
スの整備

ハイキングコースの路面、階
段整備等を行い、利用者の安
全性、利便性を図る。

22

24
升が滝ハイキングコースの整備

23
長淵山ハイキングコースの整備

未定

未定
(商工観光課)
観光まちづくり
事業

歩いて回る観光客等の回遊性
の向上を図る。 22

「歩き路マップ」の作成
2,363

23

24
(商工観光課)

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
観光交流促進施
設の整備

西部地域における観光交流を
促進するため、観光バス等の
利便性の向上を図るため駐車
場等の整備を推進する。

22
観光等交通拠点整備（実施設計
等）

24
滝本駅周辺整備

15,160

23
観光等交通拠点整備
滝本駅周辺整備に向けた関係機関
との調整等

未定

未定
(商工観光課)
霞丘陵自然公園
整備事業

霞丘陵自然公園を整備し、市
民、観光客の利用促進を図
る。

22
花木植栽

0

23

24
(公園緑地課)

14,495

23
青梅市観光協会補助

13,192

22
青梅市観光協会補助

13,192
(商工観光課)

ぶらり青梅宿事業の推進 第4章 第5節「第1 商業」 左記参照

観光協会の支援 法人化された青梅市観光協会
を支援する。

24
青梅市観光協会補助

Cha

Cha

Cha

Cha

ChaCha

ChaCha

ChaCha



第６節　雇用の創出

第１　雇用

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
若年トライアル
就職フェア

若年トライアル就職フェアを
ハローワーク青梅と共催し、
就職困難な若年者の域内雇
用、常用雇用の促進を図る。

22
39歳未満の求職者を対象とした合
同面接会

24
39歳未満の求職者を対象とした合
同面接会

0

23
39歳未満の求職者を対象とした合
同面接会 0

0
(商工観光課)
業種に特化した
雇用促進事業

「青梅市地域雇用問題連絡会
議」を通じ「ケアワーカー
チャンスフェア」や「製造業
面接会」を実施し、常用雇用
の促進を図る。

22
製造業および介護職に特化した面
接会 0

23
製造業および介護職に特化した面
接会 0

24
製造業および介護職に特化した面
接会 0

(商工観光課)

43,142

23
緊急雇用創出特別補助事業

43,142

22
緊急雇用創出特別補助事業

(商工観光課)

障害者就労支援センター事業
第3章 第2節「第4 障害者(児)福
祉」

左記参照

緊急雇用創出特
別補助金事業

雇用就業機会の創出を図る。

24



第５章　みんなで創る街

第１節　市民活動の促進

第１　市民参画・活動

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
市政総合世論調
査の実施

行政運営の参考とする市民の
生活意識と市政全般にわたる
意向、要望の把握に努める。

22
市政総合世論調査実施準備作業
（調査項目の選定等）

24

0

23
市政総合世論調査の実施

2,064

(秘書広報課)
市民と市長との
懇談会

市内11支会地区で懇談会を実
施する。
意見交換の内容を市民や職員
へ公開し、市政への参画を促
進し、市民本位の行政サービ
スの推進に努める。

22
市民と市長との懇談会の開催（意
見交換、質疑応答） 31

23
市民と市長との懇談会の開催（意
見交換、質疑応答） 31

24
市民と市長との懇談会の開催（意
見交換、質疑応答） 31

(秘書広報課)
市制施行60周年
記念事業

市制施行60周年において、記
念式典の準備や記念映像の作
成等を行い、事業を円滑かつ
効率的に実施する。

22
準備および作業実施等

24

3,658

23
記念式典等の実施

22,000

(秘書広報課)
自治会活動の活
性化事業

自治会の活動や加入促進を支
援し、加入率の向上および安
心して自治会活動に携われる
体制を整え、自治会活動の活
性化を図る。

22
自治会活動・加入促進支援
（市民活動災害補償保険加入、掲
示板更新等）

7,180

23
自治会活動・加入促進支援
（市民活動災害補償保険加入、掲
示板更新等）

7,180

24
自治会活動・加入促進支援
（市民活動災害補償保険加入、掲
示板更新等）

7,180
(市民活動推進課)

ボランティア団体の育成と登
録の増加を図り、市民参画に
よる協働事業を推進する。

22
ボランティア活動・協働の推進
（青梅ボランティア・市民活動セ
ンター運営費補助）

24
ボランティア活動・協働の推進
（青梅ボランティア・市民活動セ
ンター運営費補助）

14,692

23
ボランティア活動・協働の推進
（青梅ボランティア・市民活動セ
ンター運営費補助）

14,692

14,692
(市民活動推進課)

ボランティアセ
ンターの活用

Cha

Cha



第２節　効率的な市政運営

第１　行政運営

第３　庁舎等の整備

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
行政評価制度の
拡充

外部評価および施策評価の導
入・活用により、行政評価制
度を確立し、施策の現状・達
成状況を把握する。
合わせて施策・事務事業の各
プロセスの効果・妥当性を検
証する。

22
外部評価の実施、施策評価の導入
（試行）

24
外部評価の実施、施策評価の実施

212

23
外部評価の実施、施策評価の実施

212

212
(行政管理課)
市民センター運
営の充実

全市民センター業務の平準化
を図り、地域に密着した質の
高い効果的なサービスの提供
に努める。

22
各種証明類の交付に伴うシステム
導入および既存システムの撤去 1,451

23
システムの運用

4,695

24
システムの運用

4,695
(行政管理課)

23
基礎調査、骨子策定

8,000

22
策定準備（基礎データ収集等）

10,000
(企画調整課)

図書館情報システムの整備事業 第2章 第1節「第1 生涯学習」 左記参照

総合長期計画の
策定

青梅市の最上位計画である総
合長期計画を策定する。

24
素案策定、計画策定等

事業名
目標等

年度計画

年度 事業内容
事業費

　　　　千円(担当課)
新庁舎建設 市民にとって利便性が高く、

ユニバーサルデザインが図ら
れるとともに、災害時の防災
拠点としての機能を備えた新
庁舎を建設する。

22
引越し、庁内ネットワーク構築、
解体工事、外構・植栽・周辺道路
整備工事ほか

24

5,198,192

23

(新庁舎建設担当)

ストックマネジ
メント手法の導
入

ストックマネジメントの基本
方針を確立し、施設性能評価
等を踏まえた公共施設の効果
的・効率的な保全整備を推進
する。

22
施設性能評価の実施、施設台帳の
整備、公共建築物保全整備計画の
策定

6,000

23
計画的な施設保全の推進

24
計画的な施設保全の推進

(企画調整課)

Cha



章 節 分野 指標名
実施計画（20-22）
策定時現況

実施計画（22-24）
策定時現況

中間目標
（平成22年末）

目標
（平成24年）

森林再生事業による間伐
と枝打ちの促進

間伐 約500ha
枝打ち 約10ha
(平成18年度末)

間伐 約714ha
枝打ち 約64ha
（平成21年度末)

間伐 約900ha
枝打ち 約90ha

間伐 約1,400ha
枝打ち 約125ha

市内森林の広葉樹化
1,306ｈａ
(平成18年度末)

1,331ha
（平成21年度末）

1,326ha 1,336ha

 第１
 都市景観

電線類地中化の推進
3,445m

(平成18年度末)
6808ｍ

（平成21年度末）
7,705m 10,025ｍ

 第４
 河川等

多摩川の水質汚濁度
（ＢＯＤ）

御岳橋
 0.5㎎/ℓ
多摩川橋

　 0.5㎎/ℓ未満
　 (平成18年度)

御岳橋
　 0.5㎎/ℓ未満
多摩川橋

　 0.5㎎/ℓ未満
　 (平成20年度)

御岳橋
0.5㎎/ℓ
多摩川橋

　 0.5㎎/ℓ未満

御岳橋
0.5㎎/ℓ
多摩川橋

　 0.5㎎/ℓ未満

 第５
 上水道

有収率
※　配水した水のうち、
料金の対象となった水の
割合で、数値が高いほど
良いとされます。

93.34％
(都全体94.9％)
(平成18年度)

89.98％
(都全体95.5％)
(平成20年度)

向上 向上

 第８
 ごみ処理・
 リサイクル

1人1日当たりの
ごみ排出量

855g
(平成18年度)

802ｇ
(平成20年度）

790ｇ 760ｇ

第３節
生活安全
の確保

 第２
 交通安全

交通事故による
年間の死者数

４人
(平成18年)

４人
(平成20年)

0人 0人

生涯学習施設の
平均稼働率

約42％
(平成18年度)

同左 45%以上 50％以上

市民一人当たりの
図書貸出冊数

4.9冊
(平成18年度)

7.2冊
（平成20年度）

6.2冊 7.6冊以上

小学校におけるあらゆる
授業に活用できるパーソ
ナルコンピュータ整備台
数
（1台当たりの児童数）

10.9人 8.0人 9.9人 ９人

中学校におけるあらゆる
授業に活用できるパーソ
ナルコンピュータ整備台
数
（1台当たりの生徒数）

9.3人 8.9人 6.6人 ６人

 第１
 文化・芸術

美術館年間入館者数
8,266人
(平成18年度)

9,156人
（平成20年度）

10,000人以上 10,000人以上

 第２
 スポーツ・
 レクリエー
 ション

市民（成人）の週１回以
上のスポーツ実施率

26.3%
(平成16年度)

同左 40% 50%

第３節
交流の促進

 第２
 男女平等参画

市の審議会等の委員にお
ける女性の割合

20.7%
(平成18年度)

21.3%
(平成21年度)

25% 30%

第１節
自然環境
の保全

 第１
 自然環境

第２節
生活環境
の整備

第１節
生涯学習
の推進

 第２
 学校教育

第
１
章

快
適
で
安
全
な
生
活
環
境
の
街

第２節
文化・ス
ポーツの振
興

第
２
章

学
び
楽
し
む
伝
統
・
文
化
の
街

 ４　ま ち づ く り の 指 標

   　「まちづくりの指標」は、施策の目指すべき目標として設定された。
   　設定に当たっては、統計調査等によりデータが客観的に把握可能なこと、他自治体との比較が
   可能なことなどを基本とした。ただし、数値設定が困難なものは文言等により表示した。

 第１
 生涯学習



章 節 分野 指標名
実施計画（20-22）
策定時現況

実施計画（22-24）
策定時現況

中間目標
（平成22年末）

目標
（平成24年）

 第１
 予防・健康

特定健康診査の実施率
約35％

(平成18年度)
42.5％

(平成20年度)
55% 65％以上

 第２
 医療体制、
 市立総合
 病院経営

救急医療体制について
満足している市民の割合

20.1％
（平成18年第27回市政
総合世論調査結果）

同左 30% 倍増

保育所の待機児童の解消
36人

（平成19年4月現在）
38人

(平成21年4月現在)
解消 解消

学童保育所の待機児童の
解消

93人
（平成19年4月現在）

61人
(平成21年4月現在)

解消 解消

 第４
 障害者（児)
 福祉

公共施設等における身障
者用トイレの設置数

88箇所
（平成18年度）

93箇所
（平成22年2月現在）

増加 増加

 第５
 高齢者福祉

健康に暮らしている
高齢者の割合

50.7%
（平成16年度）

77.4%
(平成19年度)

増加 増加

第３節
社会保障
の充実

 第１
 社会保障

要介護認定結果に納得
している在宅の要介護
認定者の割合

81.1%
(平成16年度)

68.9%
(平成19年度)

増加 増加

都市計画道路の進ちょく
（総延長78,330ｍ）

延長
57,608ｍ

（平成18年度）

延長
57,608ｍ
(平成20年度)

延長
57,968ｍ

延長
58,668ｍ

市道歩道設置・改良の
進ちょく
(総歩道路面延長73,840
ｍ）

延長
11,012ｍ

（平成18年度）

延長
11,178ｍ

（平成20年度）

延長
12,714ｍ

延長
14,092ｍ

第５節
商業・観光
の振興

 第２
 観光

年間観光入込み客数
203.8万人
（平成18年）

同左
―

（平成23年度調査予
定）

222万人

第６
雇用の創出

 第１
 雇用

完全失業率
5.1%

(平成17年)
同左 4.6% 4.4%

第１節
市民活動
の推進

 第１
 市民参画・
 活動

青梅ボランティア・市民
活動センターに登録して
いる団体数

85団体
(2,431人)
(平成18年度)

88団体
(3,570人)

（平成22年3月現在）

増加 増加

第２節
効率的な
行政運営

 第１
 行政運営

市役所に対する印象とし
て、仕事の能率が良いと
思う市民の割合

22.7%
（平成18年第27回市政
総合世論調査結果）

同左
―

(平成23年度市政総合
世論調査実施予定)

50％以上

第２節
効率的な
行政運営

 第２
 広域行政

西多摩地域における広域
利用を実施している公共
施設の種類

１種類（図書館）
（平成18年度）

１種類（図書館）
（平成21年度）

増加 増加

第２節
効率的な
行政運営

第４
財政運営

経常収支比率
91.1%

（平成18年度）
97.9%

（平成20年度）
87.4% 85.0%

第
５
章

み
ん
な
で
創
る
街

第１節
保健・医療
の充実

第２節
地域基盤
の整備

 第１
 道路網

第
４
章

活
気
に
満
ち
た
元
気
な
街

第２節
福祉の充実

 第２
 児童福祉、
 子育て支援

第
３
章

健
や
か
で
や
さ
し
い
福
祉
の
街


